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タイヤケアホントの話【空気圧調整の極意を学ぶ】…３面／トラック運送事業者のため
の経営のヒント【異常気象とドライバーの安全確保】／食の新旧街道を行く【「鯖街道寄
り道したい味①」滋賀県朽木の鯖なれずし】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 4,976 109.2%

一　般 ― 106.1%
宅配便（千個） 375,965 98.6%

輸送統計
令和３年５月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

59
（−4）

31
（+2）

15
（−6）

4
（+2）

109
（−6）

交通事故死者数（人）

7月31日現在 8月26日現在

1,428
（−120）

1,591
（−118）

全国の死亡
事故件数

1,395
（−124）

令和３年７月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

２
・
３

ニュースターミナル
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

8 物流彼
あ ち こ ち

方此方
・�㈲Miyamaコーポレーション
（福岡）

4・5
≪トラック運送事業者に

おける防災特集≫
・�あなたの事業所の「防災
力」を高めましょう！①

6・7
ITを活用して
生産性向上を図りましょう

・�中小トラック運送事業者のため
のITベスト事例②

　
﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
は
︑

平
常
時
・
災
害
時
を
問
わ
な

い
安
定
的
な
輸
送
を
確
保
す

る
た
め
に
︑
国
土
交
通
大
臣

に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
︑
物

流
上
重
要
な
道
路
輸
送
網
で

あ
る
︒

　

平
成
30
年
の
﹁
重
要
物
流

道
路
制
度
﹂
創
設
以
降
︑
今

年
４
月
ま
で
に
供
用
中
の
区

間
を
対
象
に
︑
３
万
５
５
９

８
㌔
㍍
が
指
定
さ
れ
て
い
る
︒ 　

国
交
省
で
は
︑
現
在
事
業

中
・
計
画
中
と
な
っ
て
い
る

未
供
用
区
間
に
つ
い
て
︑
今

後
︑
新
た
な
広
域
道
路
交
通

計
画
の
中
か
ら
指
定
す
る
予

定
と
し
て
い
る
が
︑
同
制
度

開
始
後
３
年
以
上
が
経
過
し

て
も
︑
未
供
用
区
間
の
指
定

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
︒

　

当
日
は
︑
全
ト
協
か
ら
坂

本
克
己
会
長
の
ほ
か
︑
寺
岡

洋
一
副
会
長
（
道
路
委
員
会

委
員
長
）︑眞
鍋
博
俊
副
会
長

（
道
路
委
員
会
副
委
員
長
）︑

田
中
亨
副
会
長
（
道
路
委
員

会
物
流
基
盤
整
備
分
科
会
リ

ー
ダ
ー
）が
国
交
省
を
訪
れ
︑

重
要
物
流
道
路
の
追
加
指
定

に
関
す
る
要
望
書
を
村
山
道

路
局
長
に
提
出
し
た
︒

　

坂
本
会
長
は
︑﹁
近
年
︑

自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚

化
す
る
中
で
︑
国
民
の
生
活

を
守
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
対
す
る
期
待
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
︑
平
常
時
・
災
害
時
を
問

わ
な
い
安
定
的
な
輸
送
を
確

保
す
る
た
め
に
︑
未
供
用
区

間
の
重
要
物
流
道
路
へ
の
指

定
を
速
や
か
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
︒
併
せ
て
︑
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
ス
ム
ー
ズ
に
走

行
で
き
る
環
境
を
早
期
に
実

現
さ
せ
る
た
め
︑
指
定
区
間

へ
の
集
中
投
資
︑
機
能
強
化

に
つ
い
て
も
強
く
お
願
い
し

た
い
﹂
と
︑
村
山
道
路
局
長

に
対
し
て
強
く
訴
え
た
︒

　

こ
れ
に
対
し
︑
村
山
道
路

局
長
は
︑﹁
ど
の
よ
う
に
し
て

予
算
を
取
る
か
考
え
て
い
る
︒

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
﹂

と
応
じ
た
︒

　

加
え
て
︑
高
速
道
路
に
設

置
さ
れ
た
自
動
軸
重
計
の
計

測
結
果
に
基
づ
く
指
導
警
告

書
が
︑
高
速
道
路
会
社
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
突

然
送
付
さ
れ
︑
違
反
点
数
が

科
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
︒

　

そ
も
そ
も
計
測
値
の
通
知

が
な
い
こ
と
︑
測
定
か
ら
指

導
警
告
書
送
付
ま
で
約
３
か

月
を
要
し
︑
そ
れ
ま
で
の
間

に
違
反
を
繰
り
返
す
結
果
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
︑
制
度
運
用
上
の
問
題
点

を
伝
え
︑
違
反
点
数
の
通
告

以
前
で
の
注
意
喚
起
な
ど
道

路
損
傷
最
小
化
に
向
け
た
制

度
運
用
の
改
善
を
求
め
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
会
員
事
業
者
に
対
し
て

﹁
交
通
事
故
防
止
﹂︑﹁
飲
酒

運
転
根
絶
﹂
の
徹
底
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

今
年
６
月
に
は
︑
小
学
生

の
列
に
自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
が

突
っ
込
み
︑
児
童
５
人
が
死

傷
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
︒
運
転
者
の
呼
気

か
ら
は
︑
基
準
値
以
上
の
ア

ル
コ
ー
ル
が
検
出
さ
れ
た
︒

　

同
事
故
の
発
生
を
受
け
︑

政
府
で
は
﹁
通
学
路
等
に
お

け
る
交
通
安
全
の
確
保
及
び

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
係
る
緊

急
対
策
﹂を
閣
議
決
定
︒﹁
通

学
路
等
に
お
け
る
交
通
安
全

の
確
保
﹂
と
﹁
飲
酒
運
転
の

根
絶
﹂
を
柱
と
し
た
緊
急
対

策
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑国
土
交
通
省
で
は
︑

令
和
７
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
﹁
事
業
用
自
動
車

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂

を
３
月
30
日
に
公
表
︒
依
然

と
し
て
発
生
す
る
飲
酒
運
転

や
︑
健
康
起
因
事
故
等
へ
の

対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
ほ

か
︑
各
業
態
の
特
徴
的
な
事

故
に
対
す
る
削
減
目
標
を
新

た
に
設
定
︒
こ
れ
を
受
け
て

全
ト
協
が
策
定
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安

全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂
で
は
︑

７
年
に
達
成
す
べ
き
目
標
値

と
し
て
︑﹁
死
者
数
・
重
傷

者
数
の
合
計
９
７
０
人
以

下
﹂︑﹁
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
﹂
を

掲
げ
︑
運
送
事
業
者
に
対
し

て
さ
ら
な
る
安
全
性
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
強
化
を
求

め
て
い
る
（
今
号
に
﹃
ト
ラ

ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安

全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹄
周
知

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
）︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
で
は
︑﹁
２

０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
交

通
事
故
統
計
分
析
結
果
（
確

定
版
）﹂
と
し
て
︑
２
年
中

の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１

当
事
者
と
な
っ
た
死
亡
事
故

の
デ
ー
タ
を
分
析
︑
公
表
し

た
︒
こ
の
交
通
事
故
統
計
は
︑

警
察
庁
が
公
表
し
た
２
年
ま

で
の
全
国
の
交
通
事
故
デ
ー

タ
を
基
に
︑
車
籍
別
︑
都
道

府
県
別
︑
車
両
総
重
量
別
な

ど
多
角
的
な
視
点
か
ら
統
計

・
分
析
し
た
も
の
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
同
年
中

の
死
亡
事
故
は
２
０
７
件
で

対
前
年
比
32
件
の
減
少
と
な

り
︑
死
亡
事
故
は
減
少
傾
向

に
あ
る
︒
一
方
︑
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
台
数
（
約
１
３
３
万

台
）
１
万
台
当
た
り
の
死
亡

事
故
件
数
は
﹁
１
・
６
﹂
と

な
り
︑﹁
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２

０
２
０
﹂の
目
標
値﹁
１
・
５
﹂

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
︒

　

と
り
わ
け
︑
飲
酒
運
転
事

故
件
数
に
つ
い
て
は
減
少
の

兆
し
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
︑

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
︑
業

界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
は
︑﹁
令
和
２
年

の
交
通
事
故
統
計
分
析
結
果

（
車
籍
別
）﹂
ポ
ス
タ
ー
お

よ
び
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

た
﹁
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す

！！
﹂
ポ
ス
タ
ー
を
刷
り
込
ん

で
い
る
︒

道路ネットワークの早期整備推進を !!道路ネットワークの早期整備推進を !!

全 

国
沖
縄
県

全国
平均
1.6
目標
1.5
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児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県
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京
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石
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京
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千
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埼
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群
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栃
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茨
城
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福
島
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山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

※死亡事故件数は事業用貨物自動車が第1当事者となるものであり、軽自動車によるものを除く〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉
※車両台数はトレーラおよび軽自動車を除く営業用貨物自動車の保有台数（2020年 12月末現在）〈出典：（一財）自動車検査登録情報協会〉
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全国平均（1.6 件）以下を達成した県【2県】

全国平均（1.6 件）を未達成の県【21 道府県】

「プラン 2020」の目標値（1.5 件）以下を達成した県【24 都府県】
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2020（令和 2）年の2019（令和元）年比 （グラフ中に数字を表示）
2019（令和元）年の2018（平成 29）年比

●交差点事故の車種区分別（追突を除く）

・交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故（50 件）は、追突事故（38 件）の 1.3 倍
・左左折折死亡事故は、   8 割以上が対自動車（16 件）であり、対自転車の 9割以上が大型車
・直直進進死亡事故は、   7 割以上が対歩行者（12 件）であり、対歩行者の 6割近くが大型車
・右右折折死亡事故は、全て対歩行者（14 件）であり、対歩行者の 5割が大型車

交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）

大　型：1件
中　型：0件
準中型：1件
普　通：1件

交差点ー歩行者 交差点での右左折および直進時の対歩行者事故（右図参照）

交差点での右左折および直進時の対自転車事故（右図参照）

上記以外の交差点での対四輪車・二輪車事故（追突除く）

上記以外の正面衝突時の車両相互（自転車含む）事故、
車両単独事故、交差点以外での対人事故

対二輪車・自転車を含む追突事故

交差点ー自転車

交差点ーその他

追突

その他

大　型：15件
中　型：  1 件
準中型：  0 件
普　通：  0 件

大　型：  7 件
中　型：  4 件
準中型：  3 件
普　通：  0 件

大　型：3件
中　型： 1 件
準中型： 1 件
普　通： 0 件

大　型：7件
中　型：2件
準中型：3件
普　通：0件

大　型：0件
中　型：0件
準中型：0件
普　通：0件

00
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1616

55

33

※※

※発進、追越・追抜、
　進路変更、その他を含む
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(件)

歩行者
自転車

歩行者
自転車

直進

右折

0

1

2
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4
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6
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8

０ ００００ ００ ０００
(歳)

(件)

歩行者
自転車

左折

以上 (歳)
以上

(歳)
以上

大型車の左折時は特に自転車に注意！！

２２

直進時と右折時は高齢歩行者に注意！！

102件
49% 17件

8%

38件
18%

その他

交差点一その他

死亡事故件数
207件

（2020 年）

追突

〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉

交差点一対自転車

交差点一対歩行者

21件
10%

29件
14%

〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉

車籍別死亡事故の発生状況車籍別死亡事故の発生状況

全日本トラック協会では国土交通省の計画と歩調を合わせ、2025 年（令和 7 年）を新たな目標年とした「トラック事業における総合安全プラン 2025」（プラン 2025）を策定しました。
「プラン 2020」に引き続くこの「プラン 2025」では、「死者数と重傷者数の合計 970 人以下」「飲酒運転ゼロ」（いずれも軽貨物を含まない）という目標値を新たに設定し、令和７年までの間に PDCA
サイクルに沿って取り組みを進めていくこととしています。
トラック運送業界の関係者一丸となって、「トラック事業における総合安全プラン 2025」の目標値を達成しましょう。
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「トラック事業における総合安全プラン2020」目標値と最終結果
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数値はいずれも事業用貨物自動車（軽自動車を除く）によるもの。
※「飲酒運転」は「道路交通法違反取締件数」の数値で、「酒酔い運転」および「酒気帯び運転」の合計値。
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「プラン 2020」３つの数値目標と達成状況「プラン 2020」３つの数値目標と達成状況

▪▪  

▪▪  ▪▪  
「死者数」、「人身事故件数」、「飲酒運転事故件数」の３つの数値目標のうち、
人身事故件数以外は達成できませんでした。とりわけ飲酒運転事故件数は減
少の兆しが見えず、飲酒運転根絶に向けてトラック運送業界が一丸となって
新たな気持ちで取り組むことが、最重要課題となります。

事故類型別では「人対車両」が多い県と「車両相互」が多い県に分かれる傾向にあり、事故発生件数の多い県のうち
「大阪府」、「北海道」、「千葉県」、「愛知県」は「車両相互」が、「埼玉県」、「神奈川県」は「人対車両」が多い。

交差点事故件数が最も多いのは「大阪府」、次いで「千葉県」が続き、車種区分では大型車が全体の 6 割近くを占める。
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n=67

　

令和2年の交通事故統計分析結果令和2年の交通事故統計分析結果掲
示
用

掲
示
用 車籍別・事業用トラックを第１当事者とする死亡事故車籍別・事業用トラックを第１当事者とする死亡事故

対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第1当事者となる死亡事故。なお、「車両相互」での第2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第1当事者となる死亡事故。なお、「車両相互」での第2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む
全日本トラック協会では、2020 年（令和２年）までを計画期間とする「トラック事業における総合安全プラン 2020」（プラン 2020）において、重点削減目標と３つの数値目標を掲げ、
トラック運送業界をあげて事故削減に取り組んできましたが、このほど令和２年の車籍別交通事故統計分析により、その最終結果が明らかになりました。

第2183号（第3種郵便物認可）令和3年（2021年）9月1日

●事故類型別

「プラン 2020」重点削減目標：車両 1 万台当たりの車籍別死亡事故件数「プラン 2020」重点削減目標：車両 1 万台当たりの車籍別死亡事故件数
「プラン 2020」の重点削減目標として、「事業用トラック（軽貨物を除く）を第 1 当事者とする死亡事故件数を車両台数１万台当たり『1.5』件以下とし、各都道府県（車籍）の共有目標と
する」ことを掲げましたが、最終的に「1.6 件」となり、目標達成には至りませんでした。
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全
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で
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続
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︑﹁
道
路
こ
そ

運
送
事
業
者
の
生
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線
﹂
と
位
置
付
け
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道
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と
す
る
高
速
道

路
等
の
整
備
推
進
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強
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働
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か
け
て
い

く
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国土交通省の村山道路局長へ「重要物流道路」追加指定を要望した。写真左から、眞鍋副会長、寺岡副会長、村山局長、坂本会長、田中
副会長

「
交
通
事
故
防
止
」
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通
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止
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備
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を
要
望
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）

　全日本トラック協会は、就職を検討している高校生などの学生に向けて、ト
ラック運 送業 界の魅力や仕事内容などを紹介するパンフレット『TRY! 
TRUCK!! TRANSPORT!!!』の2021年版（写真）を作成した。
　同パンフレットでは、学生にトラック運送業界に対する理解を深めてもらうた
め、トラック輸送の重要性や安全対策のほか、「就職ガイド」として、準中型等、
運転免許制度について分かりやすく解説。A4判、ヨコ型、全12ページからな
る構成で、現場で働く先輩トラックドライバーの姿や生の声をはじめ、仕事内容、
インターンシップ専用サイトなどについても豊富な写真を交えて紹介している。
　全ト協では、全国自動車教育研究会に加盟する自動車教育課程を有する高
等学校など全国の高校約2,300校に向けて、個別に同パンフレットを配布し、
周知を図る。
　同パンフレットは、全ト協ホームページからダウンロード可能。問い合わせは、
全ト協経営改善事業部（☎03-3354-1056）まで。

高校生向けトラック運送業界PRパンフレット

『TRY! TRUCK!! TRANSPORT!!!』2021年版が完成

　あなたは片側１車線の生活道路を走行しています。前方には
電動カートに乗った高齢者がいるほか、丁字路からは合流しよ
うとする車が見えます。この場面にはどのような危険がありま
すか。また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよ
いでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 138回〕「電動カートが走行している生活道路」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

～安全な速度と車間距離編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		標識等による指定がない場合の一般道路における自動車の最高時速
は、時速50キロである。（	○・×	）

❷		規制速度の範囲内であっても、道路や交通の状況、天候や視界などを
考えて、安全な速度で走行する。（	○・×	）

❸		重い荷物を積んでいる場合は制動距離が短くなる。（	○・×	）

❹		前の車が急に止まっても、これに追突しないような安全な車間距離を
とらなければならない。（	○・×	）

❺		大型、中型及び準中型自動車は、普通自動車に比べ、車間距離が実際
より長く感じられるため、車間距離も長くなりやすい。（	○・×	）

（解答は7面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

８
月
19
日
︑
第
54
回
適
正
化

事
業
委
員
会
を
開
催
し
た
︒

　

会
議
冒
頭
︑
委
員
長
の
選

任
が
行
わ
れ
︑
中
川
才
助
全

ト
協
副
会
長
（
大
阪
府
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
）
を
選
任
︑

新
委
員
長
が
就
任
の
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
副
委

員
長
に
は
︑
石
塚
安
民
栃
木

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
が
選

任
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑﹁
令
和
３
年

度
適
正
化
事
業
実
施
機
関
の

活
動
状
況
﹂
と
し
て
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
︑
国
土
交
通
省
か
ら
の
要

請
に
基
づ
き
︑
緊
急
事
態
宣

言
期
間
に
お
け
る
巡
回
指
導

を
中
止
・
延
期
を
す
る
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

に
係
る
特
例
措
置
を
追
加

２
０
２
１
年
度
Ｇ
マ
ー
ク
制
度

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
８

月
25
日
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
︑
２
０
２
１
年
度

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全

性
評
価
事
業
﹁
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
﹂
に
つ
い
て
︑
特
例
措
置

の
追
加
を
発
表
し
た
︒

　

特
例
措
置
の
対
象
と
な
る

の
は
︑﹁
安
全
性
に
対
す
る

法
令
の
遵
守
状
況
（
配
点
40

点
）﹂
の
う
ち
︑﹁
⑴
中
項
目

１
か
ら
５
（
地
方
実
施
機
関

に
よ
る
巡
回
指
導
結
果
）﹂︒

新
規
申
請
︑
更
新
申
請
（
Ａ

方
式
・
Ｂ
方
式
）を
選
択
し
︑

巡
回
指
導
の
実
施
が
困
難
な

場
合
に
つ
い
て
︑
直
近
の
巡

回
指
導
結
果
を
点
数
化
し
て

評
価
を
実
施
（
直
近
の
巡
回

指
導
結
果
が
な
い
場
合
は
期

限
ま
で
に
巡
回
指
導
を
実

施
）
す
る
こ
と
と
し
た
︒

柔
軟
な
対
応
を
図
る
よ
う
地

方
実
施
機
関
に
指
導
し
て
い

る
こ
と
等
を
報
告
︒

　

ま
た
︑
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ

ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
状
況
︑

高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
の
広
報
活
動
な
ど
に
つ
い

て
も
報
告
さ
れ
た
︒

改
善
基
準
告
示
見
直
し
に
つ

い
て
意
見
交
換

第
53
回
物
流
政
策
委
員
会

　

第
53
回
物
流
政
策
委
員
会

（
馬
渡
雅
敏
委
員
長
）
が
８

月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
︒
議

事
に
先
立
ち
︑
正
副
委
員
長

の
選
任
が
行
わ
れ
︑
委
員
長

に
馬
渡
雅
敏
副
会
長
（
佐
賀

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）︑

副
委
員
長
に
赤
上
信
弥
委
員

（
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）︑
原
島
藤
壽
委
員
（
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
）︑
牧
田
信
良
委
員
（
宮

崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）

が
選
任
さ
れ
た
︒
馬
渡
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
︑
議
事

で
は
︑①
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

普
及
推
進
運
動
︑
②
﹁
荷
主

対
策
の
深
度
化
﹂
対
策
︑
③

改
善
基
準
告
示
の
見
直
し
︑

④
総
合
物
流
施
策
大
綱
（
２

０
２
１
~
２
０
２
５
年
度
）
に

お
け
る
物
流
標
準
化
の
取
り

組
み
︱
︱
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
︑
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
︒

　

②﹁
荷
主
対
策
の
深
度
化
﹂

対
策
に
つ
い
て
は
︑
今
後
︑

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利

用
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
︑

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
反
す

る
輸
送
依
頼
を
行
っ
た
荷
主

等
の
具
体
的
な
情
報
（
荷
主

名
︑
場
所
︑
時
期
︑
内
容
）

を
収
集
し
︑
そ
の
結
果
を
基

に
︑
荷
主
へ
の
働
き
か
け
を

は
じ
め
と
す
る
対
応
策
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

③
の
改
善
基
準
告
示
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
︑
今
後
の

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す

と
と
も
に
︑
厚
生
労
働
省
が

昨
年
度
実
施
し
た
実
態
調
査

結
果
か
ら
項
目
ご
と
に
見
直

し
の
論
点
を
示
し
︑
意
見
交

換
を
行
っ
た
︒

　

続
い
て
︑
報
告
事
項
と
し

て
︑
①
同
一
労
働
同
一
賃
金

対
応
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
状

況
︑
②
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
推

進
運
動
﹂の
取
り
組
み
状
況
︑

③
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
︱
︱
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
説
明
さ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

８
月
11
日
︑﹁
令
和
３
年
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
﹂
の

実
施
計
画
を
発
表
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
中
央
交
通

安
全
対
策
会
議
交
通
対
策
本

部
決
定
の
令
和
３
年
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
推
進
要

綱
︑
お
よ
び
国
土
交
通
省
策

定
の
同
実
施
計
画
︑
な
ら
び

に
令
和
３
年
８
月
４
日
閣
僚

会
議
に
て
決
定
さ
れ
た
﹁
通

学
路
等
に
お
け
る
交
通
安
全

の
確
保
及
び
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
係
る
緊
急
対
策
﹂
を
踏

ま
え
つ
つ
実
施
項
目
を
定
め
︑ 　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

日
野
祥
英
国
土
交
通
省
自
動

車
局
貨
物
課
長
が
﹁
最
近
の

ト
ラ
ッ
ク
行
政
に
つ
い
て
﹂

と
題
し
︑
説
明
を
行
っ
た
︒

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
事
前
の
準
備
を
働
き

か
け
︑
９
月
21
日
㈫
~
30
日

㈭
の
期
間
中
に
同
運
動
を
効

果
的
に
実
施
す
る
︒

　

ま
た
︑
実
施
に
あ
た
っ
て

は
全
国
重
点
の
﹁
子
供
と
高

齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保
﹂︑﹁
夕
暮
れ

時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
歩

行
者
等
の
保
護
な
ど
安
全
運

転
意
識
の
向
上
﹂︑﹁
自
転
車

の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル

遵
守
の
徹
底
﹂︑﹁
飲
酒
運
転

等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の

根
絶
﹂
を
踏
ま
え
︑特
に
﹁
飲

酒
運
転
等
の
根
絶
﹂
を
最
重

点
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
︒

　

実
施
項
目
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
周
知
を
行

う
と
と
も
に
︑
次
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
も
掲
載
す

る
予
定
︒

『
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

交
通
事
故
の
発
生
状
況
』

発
刊令

和
２
年
デ
ー
タ
を
反
映

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
令
和
２
年
の
最
新
デ
ー

タ
を
反
映
し
た
﹃
事
業
用
貨

物
自
動
車
の
交
通
事
故
の
発

生
状
況
（
令
和
２
年
デ
ー

タ
）﹄（
写
真
）
を
発
刊
し
︑

８
月
23
日
に
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
上
に
掲
載

し
た
︒

　

同
冊
子
は
︑
同
年
の
全
国

交
通
事
故
統
計
デ
ー
タ
か

ら
︑
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

交
通
事
故
の
発
生
状
況
を
統

計
・
分
析
し
た
も
の
で
︑
Ａ

４
判
・
全
96
ペ
ー
ジ
︒
全
ト

協
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

コ
ロ
ナ
禍
影
響
も
前
回
か

ら
18
・
４
ポ
イ
ン
ト
改
善

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

令
和
３
年
４
月
~
６
月

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

８
月
12
日
︑
令
和
３
年
４
月

~
６
月
期
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
景
況
感（
速
報
）﹂

を
発
表
し
た
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
︑

﹁
コ
ロ
ナ
以
前
﹂
の
状
況
に

は
戻
っ
て
い
な
い
も
の
の
︑﹁
一

般
貨
物
﹂︑﹁
宅
配
貨
物
﹂︑﹁
宅

配
以
外
貨
物
﹂
の
輸
送
量
︑

営
業
収
入
︑
営
業
利
益
が
堅

調
に
推
移
︒
経
常
利
益
の
改

善
が
寄
与
し
た
結
果
︑
同
期

の
景
況
感
は
︑
前
回
の
マ
イ

ナ
ス
41
・
０
か
ら
18
・
４
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
︑
マ
イ
ナ
ス

22
・
６
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
変
異
株
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
︑
緊
急
事
態
宣
言
・
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ
る

経
済
活
動
へ
の
影
響
を
織
り

込
み
︑
今
後
の
業
界
の
景
況

感
見
通
し
に
つ
い
て
は
︑
今

回
の
マ
イ
ナ
ス
22
・
６
か
ら

11
・
９
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
︑

マ
イ
ナ
ス
34
・
５
と
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
︒

（
９
月
１
日
〜
30
日
）

▽
９
月
６
日

・
第
１
１
７
回
交
通
対
策
委
員
会

（
書
面
開
催
）

▽
９
月
21
日

・
第
17
回
経
営
改
善
・
情
報
化
委
員
会

▽
９
月
24
日

・
女
性
部
会
全
国
研
修
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
等
に
伴
い
食
堂
施
設

等
の
運
営
時
間
を
短
縮

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
等
に
伴
い
︑
食
堂
施
設

等
の
運
営
時
間
を
短
縮
し
て
い

る
︒

　

各
Ｔ
Ｓ
の
運
営
時
間
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

適
正
化
事
業
実
施
機
関
の

　
　

 
活
動
状
況
等
を
報
告

第
54
回
適
正
化
事
業
委
員
会

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」　

　
　
　
　
　
実
施
計
画
を
発
表

実
施
期
間
９
月
21
日
~
30
日

第53回物流政策委員会（8月25日、全ト協）

第54回適正化事業委員会（8月19日、全ト協）

募集人員 30 人

受講資格

①（一社）東京都トラック協会会員事業者の役員またはその社員で、
経営管理職の経験３年以上の方、もしくはこれに準ずる方

②関東トラック協会会員事業者の役員またはその社員で、経営管理職
の経験３年以上の方、もしくはこれに準ずる方

③その他、特に会長が認めた方
申込期間 令和 3 年 8 月25 日（水）〜 10 月6 日（水）

申し込み先

受講申込書（東京都トラック協会ホームページ［HP］よりダウンロード可能）
に必要事項を記載の上、所属支部（関東各県トラック協会会員の場合
は所属協会）を経由し、東ト協業務部教育研修グループ宛てに FAX で
申し込む

研修期間 令和 3 年 11 月 10 日（水）〜令和 4 年 7 月 20 日（水）
※修了式は令和 4 年 9 月 7 日（水）

授業時間 総計 110 時間

受講料
⑴東ト協会員事業者の役員およびその社員： 35 万円（税込み）
⑵関ト協会員事業者の役員およびその社員： 35 万円（税込み）
⑶その他：40 万円（税込み）

授業予定
日時・場所

日時：原則として水曜日　13 時 30 分〜 17 時 45 分
　　　（※講師の都合により曜日・時間変更の場合あり）
場所：東京都トラック総合会館　他

問い合わせ先
（一社）東京都トラック協会 業務部教育研修グループ
〒 160-0004 東京都新宿区四谷 3-1-8
☎ 03-3359-4137 ／ FAX 03-3359-6020

※年間時間割およびカリキュラムや申し込み方法等の詳細は東ト協 HP を参照。

第22期「物流経営士資格認定講座」受講生を募集第22期「物流経営士資格認定講座」受講生を募集
申し込みは10月6日㈬まで申し込みは10月6日㈬まで

東京都トラック協会

　国土交通省では、長距離輸送を担うトラックドライバーの長時間労働を
抑制し、人員不足を解決する「中継輸送」の更なる普及を図ることとし
ております。
　そこで、中継輸送の実施状況や、実施に向けた課題・障壁を明らか
にするため、トラック協会の会員企業を対象に、アンケート調査を実施しま
す。
　アンケートは、事業委託先である、㈱富士通総研のホームページにて、
ご回答ください。

富士通総研ホームページ　新着情報の「中継輸送
アンケート」バナーをクリックして頂くか、右の２次元
コードよりご回答ください。
https://www.fujitsu.com/jp/group/fri/
回答期間：9月1日（水）〜 9月17日（金）17時まで
●�設問は３問で簡単に回答いただけます。時間はか
かりません。

問い合わせ先：
　中継輸送調査事務局　株式会社富士通総研
　　��担当：沖原・亀廼井（かめのい）・田村�
　　　メール：fri-chukei-survey@dl.jp.fujitsu.com

国交省

「中継輸送の実施状況に関するアンケート調査」「中継輸送の実施状況に関するアンケート調査」
Webアンケートへのご協力をお願いしますWebアンケートへのご協力をお願いします
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

医療機器認証番号：231ABBZX00007000
医療機器分類：管理医療機器 特定保守管理医療機器

商品型式：HBP-9030

HBP-9030

腕
を
奥
ま
で
入
れ
て

く
だ
さ
い

令和
３年度
令和
３年度

お求めやすい
新価格に

なりました

　

今
か
ら
20
年

ほ
ど
前
︑
ト
ラ

ッ
ク
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
調
整
で

大
き
な
失
敗
を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
当
時
の
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
空
気
圧
調
整

が
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
車
両
ば
か
り
で

し
た
︒夏
場
も
今
の
よ
う
に
暑
く
な
く
︑ま
た
︑

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
安
全
性
能
も
今
と
さ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
品
質
だ
っ
た
の
に
︑
製
造
後

４
年
を
経
過
し
た
タ
イ
ヤ
が
走
行
中
に
よ
く

破
裂
し
て
い
た
の
で
す
︒

　

破
裂
し
た
原
因
の
大
半
は
︑
タ
イ
ヤ
の
空

気
圧
不
足
で
す
︒
最
大
積
載
量
４
㌧
の
普
通

ト
ラ
ッ
ク
（
※
当
時
）
で
あ
れ
ば
︑
最
低
で

も
空
気
圧
は
８
０
０
kPa
必
要
で
す
︒
破
裂
し

　

駐
車
場
に
並
ぶ
ト
ラ
ッ

ク
の
ボ
デ
ィ
が
い
つ
も
鏡

の
よ
う
に
磨
か
れ
て
い
る
︑

と
あ
る
運
送
会
社
︒こ
う
い
う
会
社
で
あ
れ
ば
︑

サ
ー
ビ
ス
カ
ー
の
出
張
に
よ
る
空
気
圧
調
整
も

受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
考
え
ま
し
た
︒
営
業
活

動
を
行
っ
て
み
る
と
︑
予
想
通
り
快
諾
︒
駐
車

場
に
普
通
ト
ラ
ッ
ク
が
５
︑
６
台
ほ
ど
止
ま
っ
て

い
た
の
で
︑
す
べ
て
の
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
調
整
を

行
っ
た
と
こ
ろ
︑
そ
の
う
ち
２
台
の
普
通
ト
ラ
ッ

ク
が
大
幅
な
空
気
圧
低
下
を
起
こ
し
て
い
ま
し

た
︒
記
憶
で
は
︑
後
輪
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
５

０
０
kPa
を
割
っ
て
い
ま
し
た
︒

　

い
つ
も
通
り
︑
空
気
圧
を
す
べ
て
８
０
０
kPa
レ

ベ
ル
ま
で
補
充
し
ま
す
︒
作
業
終
了
後
︑
車
両

管
理
者
が
仕
事
か
ら
戻
っ
て
き
た
の
で
状
況
を

報
告
す
る
と
︑
即
座
に
空
気
圧
を
最
初
の
値
に

戻
す
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
︒

　

実
は
︑
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
中
に
は
︑
１
台
数
億

た
タ
イ
ヤ
の
ト
ラ
ッ
ク
車
両
の
空
気
圧
を
す
べ
て

測
定
し
た
ら
︑
空
気
圧
が
５
０
０
kPa
と
い
う
ケ

ー
ス
も
多
く
あ
り
︑﹁
こ
れ
で
は
ど
ん
な
高
性
能

な
タ
イ
ヤ
で
も
耐
え
ら
な
い
﹂
と
嘆
く
日
々
が

続
き
ま
し
た
︒

　

そ
こ
で
︑
タ
イ
ヤ
を
破
裂
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ト

ラ
ッ
ク
車
両
の
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
﹁
定
期
的

な
空
気
圧
補
充
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
始
め
︑
同
時
に

タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換
も
実
践
し
た
ら
︑
数
年
で

タ
イ
ヤ
の
破
裂
が
ま
っ
た
く
起
き
な
く
な
り
ま
し

た
︒

　
﹁
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
適
正
値
以
上
あ
れ
ば
︑

何
も
問
題
は
起
き
な
い
﹂︒
当
時
の
経
験
か
ら
導

き
出
し
た
︑
私
独
自
の
理
論
で
す
︒
と
こ
ろ
が

１
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
︑
そ
の
持
論
は
あ
っ
け

な
く
覆
さ
れ
ま
し
た
︒

円
も
す
る
精
密
機
械
が
積
載
さ
れ
て
い
た
の
で

す
︒
走
行
中
の
振
動
で
精
密
機
械
が
壊
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
︑
あ
ら
か
じ
め
空
気
圧
が
調
整

さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
︒

　

顔
が
固
ま
っ
た
私
を
見
て
︑
す
ぐ
さ
ま
車
両

管
理
者
は
笑
顔
で
こ
う
言
い
ま
し
た
︒

﹁
積
載
物
が
軽
量
で
あ
れ
ば
︑

空
気
圧
を
高
く
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
﹂

　

つ
ま
り
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

は
積
載
量
で
決
ま
る
﹂
と
い
う

意
味
で
す
︒
特
に
平
ボ
デ
ィ
な

ど
の
よ
う
な
空
車
時
の
重
量
が

軽
い
車
両
は
︑
積
載
物
に
応
じ

て
︑
後
輪
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を

落
と
し
た
方
が
安
全
で
運
転
し

や
す
い
場
合
が
あ
る
こ
と
も
学

び
ま
し
た
︒

　

こ
の
失
敗
が
大
き
な
転
機
と

な
り
︑
私
は
﹁
タ
イ
ヤ
ケ
ア
﹂

の
奥
深
さ
を
痛
感
し
︑
改
め
て

そ
の
魅
力
に
開
眼
し
た
の
で
す
︒

 

第
124
回  「
空
気
圧
調
整
の
極
意
を
学
ぶ
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①自車の前方には、電動カートに乗っている高齢者
がいます。高齢者は加齢により、聴覚機能が衰えて
いる可能性があり、自車の接近に気づいていない
おそれがあります。また、前方の丁字路から車が合
流しようとしていることから、車を避けようとして道
路の真ん中に出てくることが予測できます。安易に
電動カートを追い越そうとすると衝突する危険が
あります。まず、電動カートの動静に注意を払いな
がら、スピードを落として安全な距離をとりましょう。

②電動カートと距離を保って走行した場合、電動カー
トをやり過ごした車が「行けるだろう」と判断して合
流してくることが考えられます。漫然と運転している
と、車の動きに反応できず衝突する危険があります。
この場面では、車の手前で一時停止し車を先に行
かせてから、改めて再発進しましょう。

③対向車線に目を向けると、右ウインカーを出してい
る原付が見えます。自車線ばかりに注意が傾いて
いると、原付の接近に気づかないことがあります。
また、原付も「トラックは止まって道を譲ってくれる
だろう」と考えていると、事故の危険が高まります。
この他「原付はまだ遠くにいるから、先に直進でき
るだろう」と考えるのも危険です。原付を含め、自動
二輪車は小さく、そのスピードを正確に判断するこ

①車を避けようとして、道路の真ん中に出てきた電動
カートと衝突する危険があります（図１）。

②丁字路から合流してきた車と衝突する危険があり
ます（図2）。

③右折で丁字路に入ろうとした原付と衝突する危険
があります（図3）。

　あなたは片側１車線の生活道路を走行して
います。前方には電動カートに乗った高齢者が
いるほか、丁字路からは合流しようとする車が
見えます。この場面にはどのような危険があり
ますか。また、危険を避けるためにはどのような
運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

とが難しいからです。対向車線にも注意を払
うとともに、原付の動静をしっかり確認しな
がら慎重に運転しましょう。

　

国
土
交
通
省
は
８
月
10
日
︑

﹁
基
準
緩
和
自
動
車
の
認
定

要
領
に
つ
い
て（
依
命
通
達
）﹂

の
一
部
改
正
を
実
施
︑
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
を
基
準
緩

和
自
動
車
に
追
加
し
︑
同
日

施
行
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い

て
︑
荷
室
容
積
を
確
保
し
た

上
で
パ
レ
ッ
ト
２
段
積
み
に

よ
る
荷
役
が
可
能
と
な
っ
た
︒

　

こ
れ
ま
で
︑
ダ
ブ
ル
連
結

ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
た
荷
役

に
お
い
て
は
︑
パ
レ
ッ
ト
１
段

積
み
に
よ
る
積
載
が
実
施
さ

10
月
は
「
年
次
有
給
休

暇
取
得
促
進
期
間
」

年
休
を
取
得
し
や
す
い

環
境
整
備
を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
毎
年

10
月
を
﹁
年
次
有
給
休
暇
取

得
促
進
期
間
﹂
と
定
め
︑
集

中
的
な
広
報
活
動
を
実
施
す

る
︒年
次
有
給
休
暇（
年
休
）

の
取
得
促
進
に
つ
い
て
は
︑

﹁
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ

ラ
ン
﹂（
平
成
28
年
６
月
２

日
閣
議
決
定
）に
お
い
て﹁
企

業
に
お
け
る
労
使
一
体
で
の

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
向

上
﹂
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
︑

ま
た
︑
改
正
労
働
基
準
法
に

よ
り
︑
31
年
４
月
か
ら
︑
全

て
の
企
業
に
お
い
て
年
10
日

以
上
の
年
休
が
付
与
さ
れ
る

労
働
者
に
対
す
る
︑
年
５
日

の
年
休
の
確
実
な
取
得
が
求

め
ら
れ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
同
期
間
の
実

施
を
通
じ
︑
事
業
者
に
対
し

て
年
休
の
計
画
的
付
与
制
度

や
時
間
単
位
の
年
休
制
度
の

導
入
な
ど
も
含
め
︑
年
休
を

取
得
し
や
す
い
環
境
の
整
備

を
呼
び
か
け
て
い
く
︒

 

全
国
加
重
平
均
額
は
９
３

０
円（
前
年
度
比
28
円
増
）

に地
域
別
最
低
賃
金
改
定
額

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
13

日
︑
都
道
府
県
労
働
局
に
設

置
さ
れ
て
い
る
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
が
答
申
し
た
︑
令

和
３
年
度
の
地
域
別
最
低
賃

金
の
改
定
額
を
取
り
ま
と

め
︑
公
表
し
た
︒

　

改
定
額
は
表
の
通
り
︒
47

都
道
府
県
で
︑
28
円
~
32
円

の
引
上
げ
を
答
申
し
た
︒
改

定
額
の
全
国
加
重
平
均
額
は

９
３
０
円
で
︑
昨
年
度
（
９

０
２
円
）
に
比
べ
て
28
円
の

引
上
げ
と
な
る
︒

　

答
申
さ
れ
た
改
定
額
は
︑

都
道
府
県
労
働
局
で
の
関
係

労
使
か
ら
の
異
議
申
出
に
関

す
る
手
続
き
を
経
た
上
で
︑

都
道
府
県
労
働
局
長
の
決
定

に
よ
り
︑
10
月
１
日
か
ら
順

次
発
効
さ
れ
る
予
定
︒

 

特
例
措
置
を
11
月
末
ま
で

継
続
へ雇

調
金
特
例
措
置
等

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
17

日
︑
10
月
以
降
の
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
等
に
関

す
る
方
針
を
発
表
︑
現
在
の

助
成
内
容
が
11
月
末
ま
で
継

続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

雇
用
調
整
助
成
金
・
緊
急

雇
用
安
定
助
成
金
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

休
業
支
援
金
・
給
付
金
は
︑

５
月
以
降
︑
原
則
的
な
措
置

を
縮
減
︒
一
方
︑
感
染
が
拡

大
し
て
い
る
地
域
・
特
に
業

況
が
厳
し
い
企
業
に
つ
い
て

は
︑
５
月
以
降
︑
特
例
措
置

が
設
け
ら
れ
て
き
た
︒

　

な
お
︑
12
月
以
降
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
︑
10
月
中

に
改
め
て
告
知
す
る
と
し
て

れ
て
き
た
が
︑
さ
ら
な
る
輸

送
効
率
化
の
観
点
か
ら
︑
よ

り
多
く
の
荷
物
を
積
載
す
る

た
め
︑
幹
線
輸
送
を
行
う
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て

高
さ
４
・
１
㍍
の
自
動
車
の

特
殊
車
両
通
行
許
可
を
与

え
︑
荷
室
容
積
を
確
保
し
た

上
で
︑
パ
レ
ッ
ト
２
段
積
み

に
よ
る
荷
役
が
可
能
と
な
る
︒

　

な
お
︑
同
基
準
緩
和
の
制

限
項
目
と
し
て
︑
以
下
の
内

容
が
付
加
さ
れ
て
い
る
︒

・
け
ん
引
車
=
運
行
は
︑
当

該
自
動
車
の
点
検
整
備
等
を

い
る
︒

 

監
督
指
導
実
施
事
業
場
の

う
ち
４
割
弱
で
違
法
な
時

間
外
労
働
を
確
認

令
和
２
年
度
監
督
指
導
結
果

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
20

日
︑
長
時
間
労
働
が
疑
わ
れ

る
事
業
場
に
対
し
労
働
基
準

監
督
署
が
実
施
し
た
︑
令
和

２
年
度
の﹁
監
督
指
導
結
果
﹂

を
公
表
し
た
︒

　

そ
の
結
果
︑
監
督
指
導
実

施
事
業
場
数
２
万
４
０
４
２

事
業
場
の
う
ち
︑
８
９
０
４

事
業
場
（
37
・
０
％
）
で
違

目
的
と
す
る
場
合
を
除
き
︑

連
結
時
全
長
が
21
㍍
を
超
え

25
㍍
以
下
と
な
る
ド
リ
ー
付

き
バ
ン
ト
レ
ー
ラ
ま
た
は
バ

ン
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
と
の
連
結

時
に
限
る
︒

 

次
世
代
自
動
車
等
に
対
す

る
導
入
補
助
を
実
施

９
月
１
日
よ
り
公
募
ス
タ
ー
ト

　

国
土
交
通
省
は
９
月
１
日

よ
り
︑
令
和
３
年
度
﹁
自
動

車
環
境
総
合
改
善
対
策
費
補

助
金
（
地
域
交
通
の
グ
リ
ー

ン
化
に
向
け
た
次
世
代
自
動

車
の
普
及
促
進
事
業
）﹂
と

し
て
︑
事
業
用
自
動
車
を
対

象
と
し
た
次
世
代
自
動
車
等

の
導
入
補
助
の
公
募
を
実
施

し
て
い
る
︒

・
被
け
ん
引
車
=
け
ん
引
車

は
連
結
時
全
長
が
21
㍍
を
超

え
25
㍍
以
下
と
な
る
バ
ン

（
ト
ラ
ク
タ
）
に
限
る
︒

　

そ
の
た
め
︑
当
該
車
両
の

点
検
整
備
に
お
い
て
は
単
車

で
の
走
行
が
可
能
だ
が
︑
運

行
時
に
は
ト
レ
ー
ラ
単
車
で

の
運
行
は
不
可
能
と
な
る
︒

　

同
補
助
事
業
は
︑
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
︑温
室
効
果
ガ
ス（
Ｃ

Ｏ
２
）
排
出
削
減
等
政
府
方

針
実
現
の
た
め
︑
天
然
ガ
ス

ト
ラ
ッ
ク
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト

ラ
ッ
ク
︑
電
気
ト
ラ
ッ
ク
等

の
導
入
支
援
を
行
う
も
の
︒

今
回
の
公
募
は
︑事
業
Ⅱ（
電

気
ト
ラ
ッ
ク
等
︑
充
電
設
備

等
の
導
入
支
援
）・
事
業
Ⅲ

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
︑

天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
等
の
導

入
支
援
）
の
２
事
業
で
︑
い

ず
れ
も
受
付
期
間
は
９
月
17

日
ま
で
︒

　

な
お
︑
同
補
助
事
業
の
詳

細
に
つ
い
て
は
︑
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

被
災
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
対
策
を
実
施

８
月
11
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
る
災
害
に
関
し
て

　

経
済
産
業
省
は
８
月
19

日
︑
今
年
8
月
11
日
か
ら
の

大
雨
災
害
に
関
し
て
︑
被
災

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

対
策
を
行
う
と
発
表
し
た
︒

　

同
大
雨
で
は
︑
長
野
県
︑

島
根
県
︑広
島
県
︑福
岡
県
︑

佐
賀
県
︑
長
崎
県
の
13
市
７

町
1
村
に
災
害
救
助
法
が
適

用
︒
そ
れ
を
受
け
︑
①
特
別

相
談
窓
口
の
設
置
︑
②
災
害

復
旧
貸
付
の
実
施
︑
③
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
の

適
用
︑
④
既
往
債
務
の
返
済

条
件
緩
和
等
の
対
応
︑
⑤
小

規
模
企
業
共
済
災
害
時
貸
付

の
適
用
︱
︱
と
い
っ
た
対
策

を
実
施
す
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
経
産

省
ま
た
は
中
小
企
業
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

法
な
時
間
外
労
働
を
確
認
︒

ま
た
︑１
５
５
１
事
業
場
（
６

・
５
％
）
で
賃
金
不
払
残
業

を
確
認
し
た
ほ
か
︑
４
６
２

８
事
業
場
（
19
・
２
％
）
で

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害

防
止
措
置
の
未
実
施
を
確
認

し
た
︒

　

運
輸
交
通
業
（
監
督
指
導

実
施
事
業
場
数
１
６
３
９
事

業
場
）
で
は
︑
対
象
事
業
場

の
う
ち
８
９
３
事
業
場
で
違

法
な
時
間
外
労
働
を
確
認
︒

ま
た
︑
１
２
７
事
業
場
で
賃

金
不
払
い
残
業
を
確
認
し
た

ほ
か
︑
３
０
２
事
業
場
で
過

重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防

止
措
置
の
未
実
施
を
確
認
し

た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
こ
れ
ら
の

事
業
場
に
対
し
て
︑
是
正
・

改
善
に
向
け
た
指
導
を
実
施

し
た
︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
︑
今

後
も
長
時
間
労
働
の
是
正
に

向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
︑
11
月
の

﹁
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
﹂
期
間
中
に
︑
重
点
的

な
監
督
指
導
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
︒

表　令和 3 年度　地域別最低賃金答申状況  

都道府県名 答申された
改定額（円）

引上げ額
（円）

発効予定
年月日※

北海道 889 28 令和 3 年 10 月 1 日
青森 822 29 10 月 6 日
岩手 821 28 10 月 2 日
宮城 853 28 10 月 1 日
秋田 822 30 10 月 1 日
山形 822 29 10 月 2 日
福島 828 28 10 月 1 日
茨城 879 28 10 月 1 日
栃木 882 28 10 月 1 日
群馬 865 28 10 月 2 日
埼玉 956 28 10 月 1 日
千葉 953 28 10 月 1 日
東京 1,041 28 10 月 1 日

神奈川 1.040 28 10 月 1 日
新潟 859 28 10 月 1 日
富山 877 28 10 月 1 日
石川 861 28 10 月 7 日
福井 858 28 10 月 1 日
山梨 866 28 10 月 1 日
長野 877 28 10 月 1 日
岐阜 880 28 10 月 1 日
静岡 913 28 10 月 2 日
愛知 955 28 10 月 1 日
三重 902 28 10 月 1 日
滋賀 896 28 10 月 1 日
京都 937 28 10 月 1 日
大阪 992 28 10 月 1 日
兵庫 928 28 10 月 1 日
奈良 866 28 10 月 1 日

和歌山 859 28 10 月 1 日
鳥取 821 29 10 月 6 日
島根 824 32 10 月 2 日
岡山 862 28 10 月 2 日
広島 899 28 10 月 1 日
山口 857 28 10 月 1 日
徳島 824 28 10 月 1 日
香川 848 28 10 月 1 日
愛媛 821 28 10 月 1 日
高知 820 28 10 月 2 日
福岡 870 28 10 月 1 日
佐賀 821 29 10 月 6 日
長崎 821 28 10 月 2 日
熊本 821 28 10 月 1 日
大分 822 30 10 月 6 日
宮崎 821 28 10 月 6 日

鹿児島 821 28 10 月 2 日
沖縄 820 28 10 月 8 日

全国加重平均 930 28 ―
※ 効力発生日は、答申公示後の異議の申出の状況等により変更となる

可能性あり

高
さ
４
・
１
㍍
の
ダ
ブ
ル
連
結　

　
　
　
ト
ラ
ッ
ク
が
通
行
可
能
に

パ
レ
ッ
ト
２
段
積
み
に
よ
る
荷
役
が
可
能
に
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わ
が
国
で
は
近
年
︑
自
然
災
害
が
頻

発
化
・
激
甚
化
し
て
お
り
︑
毎
年
の
よ

う
に
自
然
災
害
に
伴
う
深
刻
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　
﹁
生
活
（
く
ら
し
）
と
経
済
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
﹂
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
は
︑
自
然
災
害
発
生
時
に
お
い
て

も
︑
我
が
国
の
物
流
を
維
持
す
る
と
い

う
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
︒

自
然
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
事
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
︑
各
運
送
事

業
者
の
自
然
災
害
へ
の
対
応
力
向
上
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
す
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
所
の
﹁
防
災
力
﹂
を
高
め
︑
事
業

継
続
に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
昨
年
７
月
に
国
土
交
通
省

が
取
り
ま
と
め
た
﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
指
針
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
も

と
に
︑
運
送
事
業

者
に
お
け
る
自
然

災
害
対
応
へ
の
取

り
組
み
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
︒

よ
う
に
配
分
し
︑
ど
の
事
業

か
ら
優
先
的
に
再
開
す
る
か

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ

と
な
ど
も
求
め
ら
れ
︑
経
営

上
重
要
な
判
断
が
必
要
と
な

る
︒
こ
の
観
点
か
ら
も
︑
自

然
災
害
対
応
は
経
営
ト
ッ
プ

の
対
応
が
必
要
と
な
る
︒

　

重
要
な
視
点
は
︑﹁
防
災
﹂

も
﹁
安
全
﹂
と
同
様
︑
い
ざ

と
い
う
時
の
取
り
組
み
の
前

に
︑
平
時
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
部
門
が
経
営
課
題
と
し
て

俎そ
じ
ょ
う上
に
載
せ
︑
事
業
者
全
体

が
対
応
策
を
考
え
︑
実
践
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
︒
そ

う
し
た
意
味
で
も
︑
経
営
ト

ッ
プ
が
け
ん
引
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑
災
害
発
生
時

に
は
︑
経
営
ト
ッ
プ
は
い
ち

早
く
災
害
対
策
本
部
に
駆
け

つ
け
︑
自
ら
指
揮
を
執
る
必

要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
︒

②
安
全
管
理
体
制
の
構
築

　

自
然
災
害
発
生
時
に
は
︑

経
営
ト
ッ
プ
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
下
で
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
︑
経
営
ト

ッ
プ
を
本
部
長
と
す
る
災
害

対
策
本
部
に
全
て
の
情
報
を

集
中
さ
せ
る
と
と
も
に
︑
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
迅
速
に
判
断

し
︑
現
場
に
速
や
か
に
指
示

す
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
︒

　

被
害
等
に
関
す
る
情
報
の

伝
わ
り
方
が
遅
く
︑
判
断
に

時
間
を
要
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
︒
特

に
自
然
災
害
の
場
合
︑
被
災

状
況
は
時
々
刻
々
と
変
わ
る

こ
と
も
多
く
︑
そ
の
情
勢
の

変
化
に
対
応
で
き
な
け
れ

ば
︑
従
業
員
等
を
危
険
に
さ

ら
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
︒

　

本
部
の
立
ち
上
げ
お
よ
び

必
要
な
社
員
等
の
緊
急
参
集

に
つ
い
て
は
︑
例
え
ば
震
度

６
強
以
上
の
場
合
は
招
集
連

絡
が
な
く
と
も
自
動
的
に
本

部
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
︑
あ

ら
か
じ
め
基
準
を
定
め
︑
迅

速
に
非
常
体
制
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

③
事
前
の
「
備
え
」

　

自
然
災
害
に
対
し
て
的
確

に
対
応
す
る
た
め
に
は
︑
平

時
か
ら
の
﹁
備
え
﹂
が
不
可

欠
で
あ
る
︒

　

事
前
の
﹁
備
え
﹂
に
関
し

て
留
意
す
べ
き
点
は
︑
図
２

の
通
り
で
あ
る
︒

︻
ポ
イ
ン
ト
１
︼「
自
然
災
害

リ
ス
ク
評
価
」
の一
般
的
な
手

順
　

想
定
し
た
地
震
や
台
風
の

規
模
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
被

害
が
発
生
す
る
の
か
を
シ
ミ

ュ
レ
ー
ト
し
て
お
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
︒
図
３
に
従
っ

て
自
然
災
害
リ
ス
ク
評
価
を

行
い
︑
最
大
被
害
の
想
定
を

も
と
に
必
要
な
事
前
準
備
の

レ
ベ
ル
と
内
容
を
検
討
し
︑

対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
︒

︻
ポ
イ
ン
ト
２
︼
自
然
災
害

対
応
の
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行

動
計
画
）
と
は
︑
災
害
の
発

生
を
前
提
に
︑
大
規
模
水
災

害
︑
雪
害
等
の
発
生
予
測
時

刻
か
ら
逆
算
し
て
︑
防
災
関

　

表
は
︑
近
年
発
生
し
た
主

な
自
然
災
害
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
︒

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で

は
︑
全
国
１
２
５
地
点
で
48

時
間
降
水
量
が
観
測
史
上
最

高
を
記
録
す
る
な
ど
︑
近
年

異
常
事
象
が
数
多
く
発
生
︒

そ
れ
に
伴
い
︑
以
前
に
比
べ

て
自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激

甚
化
す
る
傾
向
に
あ
る
︒

　

今
年
も
︑
１
月
に
は
北
日

本
か
ら
西
日
本
の
日
本
海
側

を
中
心
に
広
い
範
囲
で
大
雪

へ
の
被
害
も
少
な
く
は
な
い
︒

﹁
令
和
元
年
東
日
本
台
風
﹂

で
は
︑59
事
業
者
で
営
業
所
︑

車
両
等
へ
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
た
ほ
か
︑﹁
令
和
２
年

７
月
豪
雨
﹂
で
は
︑
８
事
業

者
に
お
い
て
浸
水
被
害
（
14

台
）
が
発
生
し
て
い
る
※
︒

※ 

国
交
省
﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
令
和
３

年
度
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）﹂
資

料
よ
り
︒

て
︑
同
指
針
を
参
照
し
︑
自

然
災
害
時
の
輸
送
の
安
全
確

保
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
と

し
て
い
る
︒

　

同
指
針
の
要
点
は
図
１
の

通
り
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
こ
で

は
︑
自
然
災
害
へ
の
対
応
力

向
上
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
︑
同
指

針
や
国
交
省
﹁
運
輸
防
災
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
令

和
３
年
度
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）﹂
資
料
な
ど
を
も
と
に

紹
介
し
て
い
く
︒

①
経
営
ト
ッ
プ
の
責
務

　

経
営
ト
ッ
プ
の
責
務
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
事
故
対
応

と
同
様
で
あ
る
が
︑
特
に
自

然
災
害
に
よ
る
被
災
の
直
前

か
ら
直
後
ま
で
の
対
応
は
危

機
管
理
そ
の
も
の
で
あ
る
た

め
︑
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
対
応

す
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
事
前
の
備
え
や
事

業
の
継
続
の
た
め
に
要
員
と

予
算
等
の
経
営
資
源
を
ど
の

・
暴
風
と
な
り
︑
北
陸
自
動

車
道
で
大
規
模
な
車
両
滞
留

が
発
生
し
た
︒
ま
た
︑
７
月

に
は
東
海
地
方
・
関
東
地
方

南
部
を
中
心
に
大
雨
と
な

り
︑
静
岡
県
熱
海
市
で
土
石

流
が
発
生
し
た
ほ
か
︑
８
月

に
は
九
州
北
部
地
方
や
中
国

地
方
︑
中
部
地
方
な
ど
で
大

雨
が
降
り
︑
土
砂
災
害
や
浸

水
被
害
な
ど
が
発
生
し
て
い

る
︒

　

こ
れ
ら
の
自
然
災
害
に
よ

る
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

　

運
送
事
業
者
は
︑
自
然
災

害
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
︑
輸
送
を
必
要
と
す
る

被
災
地
等
か
ら
は
速
や
か
に

事
業
を
復
旧
・
再
開
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
︒
ま
た
︑

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い

て
公
共
機
関
に
指
定
さ
れ
て

い
る
運
送
事
業
者
は
︑
そ
の

責
務
と
し
て
︑
発
災
時
に
お

い
て
も
運
送
事
業
を
維
持
・

確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
︑現
に
実
践
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
は
令
和
２
年
７

月
︑
運
送
事
業
者
が
防
災
体

制
の
構
築
と
実
践
を
進
め
る

際
に
参
考
と
す
べ
き
考
え
方

を
ま
と
め
た
﹁
運
輸
防
災
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
﹂
を
策
定

し
た
︒
同
指
針
で
は
︑
自
然

災
害
対
応
を
行
う
上
で
︑
①

経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
︑
②
事
業
者
全
体
が
一

体
と
な
っ
た
体
制
の
構
築
︑

③
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ

る
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
︱
︱
の

３
点
が
必
要
と
指
摘
︒
そ
の

上
で
︑
運
送
事
業
者
に
対
し

表　災害をもたらした気象事例（抜粋）
令和 3 年

7 月 1 日から 3 日の東海地方・関東地
方南部を中心とした大雨 7 月 1 日〜 7 月 3 日 静岡県熱海市で土石流が発生。

発達した低気圧および強い冬型の気圧
配置に伴う大雪・暴風 1 月 7 日〜 1 月 11 日 北陸地方の平地で 1m を超える積雪。秋田県

などで停電発生。

令和 2 年

強い冬型の気圧配置による大雪 12 月 14 日〜 12 月 21 日 群馬県みなかみ町藤原で期間降雪量 291cm。
関越道等で多数の車両の立ち往生が発生。

台風第 10 号による暴風、大雨等 9 月 4 日〜 9 月 7 日 長崎県野母崎で最大瞬間風速 59.4m。

令和 2 年 7 月豪雨 7 月 3 日〜 7 月 31 日 4 日から 7 日にかけて九州で記録的な大雨。
球磨川など大河川での氾濫が相次いだ。

平成 31 年／令和元年

令和元年東日本台風（台風第 19 号）
による大雨、暴風等 10 月 10 日〜 10 月 13 日 記録的な大雨、暴風、高波、高潮。

令和元年房総半島台風（台風第 15 号）
による大雨、暴風等 9 月 7 日〜 9 月 10 日 千葉県を中心に記録的な暴風、大雨。広範囲

で大規模な停電が発生。

平成 30 年

平成 30 年 7 月豪雨（前線および台風
第 7 号による大雨等） 6 月 28 日〜 7 月 8 日 西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な

大雨。

（出典）気象庁ホームページ「災害をもたらした気象事例」

図１　「運輸防災マネジメント指針」の要点

①防災力向上＋事業継続を目指す取組
　•  事故を未然に防ぐ“事故防止”に対し、“自然災害対応”は、被災時の被害を軽減する「防災」に加

え、被災後、いかに安全を確保しつつ早期に復旧して事業を再開し、国民の生活と経済を支えるか
という「事業継続」の取組。

　•  自然災害にどう対峙するかという危機管理に加え、事業継続に要する経営資源の配分、優先事業の
絞り込み等の重要な経営判断を伴う取組であり、経営トップが率先して全社の取組とする必要。

　•  経営陣参画の下で定期的に防災マネジメントレビューを行い、PDCAサイクルによるバージョン
アップを行う。

②平時の「備え」と迅速な初動
　•  被災時に最も重要なのは迅速な初動。トップダウンによる危機管理体制が必要。遅れれば遅れるほ

ど被害は拡大する。
　•  平時の「備え」が初動の成否を握る。災害は必ず来ると認識し、ハザードマップを参考にする等し

て被害想定を行った上で、自社の拠点等が被災した場合の代替措置の検討も含め平時から準備する
ことが肝要。準備に当たっては、災害種別ごとの対応の差異を意識する。予測が可能な台風・豪雨
災害等においては、発災直前の備えも重要。

③「備え」と初動①：関係者との連携等
　•  即応体制（災害対策本部の設置）、対応要領、情報連絡体制、事業継続計画（BCP）等の整備が必要。
　•  被災時には、地方自治体をはじめ、国の行政機関、関係事業者等の様々な関係者が総力で対応する。

このため、これら関係者との緊密な「顔の見える関係」の構築が防災力を高める。
④「備え」と初動②：教育と訓練
　•  災害に遭うことが稀少なため、実践的な訓練を定期的に実施し、振り返りを行うことが必要。他機

関の訓練への参加や他事例に学ぶことも重要。
　•  発災時の即応能力を向上させるためには、まず、社員には基本理念と基本動作を習得させ、応用力

を訓練およびレビューで鍛えるよう取り組むことが効果的。

（出典）国交省大臣官房運輸安全監理官「運輸防災マネジメント指針の意義と要点」　（令和2年7月6日発表資料）
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■台風接近時の強風によるトラック横転事故を教訓に、荷主の理解を得た安全運行を
（自動車モード：国交省 HP　取組事例 No.185）

　トラック運送事業者 A 社では、過去の台風接
近時、運行中のトラックが強風に煽られ転覆（横
転）した事故事例の振り返りに基づき、荷主の理
解も得ながら、異常気象の際には運行の中止等
を検討することにより、安全を最優先した運行計
画を策定する取り組みを実施している。

①検討した背景
　異常気象時の運転は、特に運転者に判断
が委ねられることにより、運転者の経験や車両
特性を踏まえていない「大丈夫だろう」という過
信が生じやすく、平成 28 年と29 年には、台
風接近時の強風（横風）に煽られ、運行中のトラックが転覆（横転）する事故が発生した（写真）。
　幸い、運転者は大きなけがは負わなかったものの、運転者の生命や身体が害される恐れがあった。
　また、被災することで、当初の運行計画が崩れることにより、物流全体の効率性が損なわれ、持続的に安定
供給できる物流体制にも影響が生じる恐れがあるため、異常気象時における対策を検討することとなった。

②再発防止に向けた取り組み
　平常時より荷主側の理解も得ながら、異常気象時による影響が見込まれる際には、災害が発生する前に荷主
と打ち合わせを行い、令和２年２月に国交省が公表した「台風等による異常気象時下における輸送の目安」も
参考に、輸配送の中止等を運行前に十分検討し、安全最優先の運行計画を策定しているほか、以下の取り組
みを実施している。

　・ 異常気象による風水害の発生が見込まれる中で運行する際は、定時定所連絡によりポイントごとに停車、状況
報告を義務付け、運転者に判断を委ねない手順を構築

　・管理者は安全を優先し、早い段階で輸配送の中断・中止を運転者に指示
　・運転者は危険を感じる前に、車両を安全な場所へ停車し、管理者へ状況報告を行い、待機
　・車両の構造・特性について、運転者への再教育を実施
　・ 小集団活動を通じ、異常気象時における運転への影響等について注意喚起を図り、乗務員の感想等を記載さ

せることにより理解度を把握

③取り組みの効果
　令和２年９月には、「令和２年台風第 10 号」が発生し、最接近時の勢力は過去最強クラスの猛烈な勢力に
発達することが予想され、風速 30m/s 以上の暴風等により走行中のトラックが横転する可能性があるため、あら
かじめ荷主とも協議の上、運行前に十分検討し、輸配送の中止、ルートの変更および運行時間の変更等、安
全最優先の運行計画を決定することにより、被災しなかった。
　また、国交省が公表した「台風等による異常気象時下における輸送の目安」を踏まえ、会社として配送の休
止等を決定することで、荷主への申し入れ等が行いやすくなり、台風が再接近する前日までに荷主側の判断や荷
主が納品先へ確認する等、異常気象時下の配送の休止や時差配送にも荷主等の理解が得られつつある一方、
一部では配送の依頼があり、断らなければならないこともあった。
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コラム　様々な過去の事例から自然災害対応の取り組みを学ぶ　様々な過去の事例から自然災害対応の取り組みを学ぶ
　自然災害対応の取り組みは、自然災害が実際に発生しない限り、その成果が見えにくいのも事実である。
　国土交通省では、運輸事業者における自然災害対応に関する様々な取り組みの中で、「取り組みに苦慮したが効果があった」等の事例に
ついて、「運輸安全取組事例」で公表している。
　「運輸安全取組事例」では、実際の自然災害に対応したトラック運送事業者や、鉄道やバス、船舶など他モードの事業者における取り組み、
その成果と教訓、その後の改善の取り組み状況を紹介。これらを「他山の石」として、自社の取り組みに反映させることができる。
　ここでは、「運輸安全取組事例」で紹介されているトラック運送事業者における取り組みの中から、「台風接近時の強
風によるトラック横転事故」再発防止に向けた取り組み事例を紹介する。

※ なお、運輸事業者における様々な取り組み事例は、国交省ホームページ（HP）「運輸安全取組事例」（二次元コード）
で閲覧することが可能となっている。

　また、異常気象時における運行に関して、別途全日本トラック協会作成リーフレット「ドライバーの命と大切な荷物を守
るために！ 異常気象時は運行中止も視野に…」も参照されたい（全ト協 HP からダウンロード可能）。

図2

（出典）国交省「運輸安全マネジメントセミナー（令和 3年度運輸安全マネジメント強化キャンペーン）」資料

（BCP）
※BCPについては次号以降で取り上げる予定です

図3

（出典）国交省「運輸安全マネジメントセミナー（令和 3年度運輸安全マネジメント強化キャンペーン）」資料
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ドラレコを徹底活用し高品質安全配送 ！ドラレコを徹底活用し高品質安全配送 ！
荷主と一体となった物流センターの安全品質向上 ！荷主と一体となった物流センターの安全品質向上 ！

1.事業者の概要

事業所数および車両台数 兵庫県、事業所数：2 か所、車両台数：36 台（冷凍車 21 台他）
輸送品目 コンビニエンスストア物流センター配送、一般貨物
運行形態 市街地、住宅地、長距離混在

2.システム導入の経緯・ニーズ
◇ とにかく事故を削減したい
　コンビニ配送は、生活道路を通り、365 日の配送を行うため、事故の削減は最も重要なテーマである。事例企業はコン
ビニの制服を着用し、配送業務を行っている。一般の人から見るとコンビニの社員そのものであり、コンビニのブランド
を守るために、事故は絶対に起こせない。

◇ 物流センター（荷主）と一体となった品質向上を図りたい
　物流センターもまた、その受注元であるコンビニから見れば、他社と競合しており、物流センターとしての品質向上を
図り、他社と比較しても絶対に負けない、高い品質の物流サービスの提供が求められていた。そのためには、物流センタ
ーの最前線の運送業務を担う事例企業と一体となって、一層の品質向上を図る必要があった。

3.システム概要
◇車載器（ドラレコ）＋ GPS 機能＋日常運転写真記録機能
　ドライブレコーダーは、車両にカメラと G センサー（加速度測定器）を搭載し、運転中に急停車、急発進などの加速
度を感知した場合、前後数十秒間程度の画像をデータカードに記録し、帰社後事務所のパソコンに登録して撮影した画像
を確認しながら、運転改善を目指すシステムである。ドライ
ブレコーダーの主な機能は加速度検知と運転画像記録だが、
事例企業では、オプションとして、運転ルートを地図上で確
認できる GPS 機能と日常運転写真記録機能を追加した。コ
ンビニ配送の場合、市街地での駐車位置や通常運転の車線な
ど、静止画の写真で 1 分に 1 枚程度（設定可能）を記録す
ることによって、G センサーが機能するような危険運転以外
に、通常運転を確認する機能を追加した。

◇データ解析ソフトウェア
　データ解析ソフトウェアは、ドライブレコーダーのデータカードに記録された運行データおよび車載カメラ画像をパソ
コンに登録して、安全運転診断や運行ルート確認などを行い、運転改善を行うソフトウェアである。事例企業では、ドラ
イバー自身が帰社後、データカードをパソコンに登録する作業を行い、データ解析ソフトウェアで当日の運転記録を確認
し、運転診断評価シート（図 1）を出力して、報告している。

4.コスト・期間

費用項目 金額
Ⅰ . 車載器
　ドライブレコーダー取付費用（30 台）
　乗務員カード（32 枚）

660 万円
（合計 21 台、車両 1 台当たり

約 31.5 万円）
Ⅱ . 事務所側機器およびソフトウェア
　デスクトップパソコン、データ解析ソフトウェア 64 万円

Ⅲ . その他の費用
　画面表示用大型ディスプレイ 14 万円

合計
（導入一時費用のみ）

738 万円
（車両 1 台当たり約 35 万円）

（※ 7 面に続く）
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テ
ム
の
概
要
や
導
入
効
果
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
取
り
上
げ
る
も
の
以
外
の
事
例
に

つ
い
て
は
、
同
テ
キ
ス
ト
に
詳
細
を
掲
載
し
て
お

り
、
同
セ
ミ
ナ
ー
の
動
画
と
テ
キ
ス
ト
は
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
）
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

表 

Ｉ
Ｔ
活
用
事
例

No

Ｉ
Ｔ
機
器
別
導
入
事
例

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

①
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
高
品
質
配
送

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
徹
底
活
用
し
、
荷
主
と
一
体
と
な
っ
て
、
物
流
セ
ン
タ
ー
の
輸
送
安
全
品
質
を
徹
底
向
上

②
ク
ラ
ウ
ド
型
運
輸
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム

デ
ジ
タ
コ
と
ク
ラ
ウ
ド
型
運
輸
管
理
シ
ス
テ
ム
を
連
携
し
、
請
求
業
務
を
効
率
化

③
ド
ラ
レ
コ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
輸
送
品
質
保
証

ド
ラ
レ
コ
（
前
後
２
カ
メ
ラ
）
＋
Ｇ
Ｐ
Ｓ
＋
社
内
・
車
載
通
信
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
査
！

④
ク
ラ
ウ
ド
型
食
品
物
流
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム

ク
ラ
ウ
ド
型
物
流
シ
ス
テ
ム
を
独
自
開
発
し
、
荷
主
の
物
流
を
最
適
化

⑤
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
中
心
の
配
送
計
画
シ
ス
テ
ム

需
要
予
測
か
ら
配
車
管
理
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を
独
自
開
発
し
、
荷
主
、
生
産
工
場
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
最
適
化

⑥

Ｉ
Ｔ
点
呼
に
よ
る
点
呼
業
務
効
率
化

高
齢
者
を
点
呼
専
門
職
と
し
て
採
用
し
、
乗
務
前
点
呼
を
Ｉ
Ｔ
化
し
、
点
呼
品
質
を
向
上
、
運
行
管
理
者
の
負
担
減

⑦

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
新
規
顧
客
開
拓

自
社
の
強
み
を
生
か
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
新
規
顧
客
開
拓
に
成
功
、
Ｗ
ｅ
ｂ
自
動
見
積
シ
ス
テ
ム
ま
で
を
低
コ
ス
ト

で
実
現

⑧

デ
ジ
タ
コ
活
用
で
改
善
基
準
を
１
０
０
％
遵
守

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
デ
ジ
タ
コ
を
運
転
時
計
と
し
て
時
間
遵
守
！

⑨

配
車
計
画
シ
ス
テ
ム
で
物
流
改
革
！

Ｗ
ｅ
ｂ
配
車
予
約
ボ
ー
ド
、
自
動
配
車
シ
ス
テ
ム
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
ナ
ビ
付
の
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
ま
で
を
統
合

⑩

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
受
注
と
連
携
し
た
効
率
配
車
シ
ス
テ
ム

Ｆ
Ａ
Ｘ
受
注
自
動
入
力
か
ら
、
方
面
別
配
送
量
自
動
計
算
に
よ
る
効
率
配
車
し
、
運
行
管
理
ソ
フ
ト
に
デ
ー
タ
連
携

⑪

デ
ジ
タ
ル
配
車
か
ら
デ
ジ
タ
コ
・
会
計
・
給
与
へ
連
携

ク
ラ
ウ
ド
型
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
と
デ
ジ
タ
コ
を
連
携
し
、
配
車
、
日
報
作
成
、
請
求
処
理
、
給
与
計
算
ま
で
を
統
合

化

⑫

自
動
配
車
で
小
規
模
配
送
を
さ
ら
に
ス
リ
ム
化

小
規
模
で
も
利
用
で
き
る
自
動
配
車
シ
ス
テ
ム
で
、
輸
送
効
率
化
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
成
功

⑬

配
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
配
車
マ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
化
ク
ラ
ウ
ド
型
効
率
配
車
シ
ス
テ
ム
と
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
、
労
働
時
間
を
短
縮
、
生
産
性
向

上
を
実
現

⑭

点
呼
補
助
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
で
非
接
触
点
呼
の
実
施

Ａ
Ｉ
に
よ
る
顔
認
証
と
健
康
測
定
器
と
の
連
動
に
よ
り
点
呼
の
品
質
向
上

⑮

リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
送
シ
ス
テ
ム
で
効
率
化

動
態
管
理
と
配
送
計
画
で
進
捗
管
理

※ 

各
事
例
の
詳
細
は
、「
全
ト
協　

令
和
２
年
度
『
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー　

テ
キ
ス
ト
』」（
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
内
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
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︻
解
説
︼
従
来
︑
36
協
定
届
（
時
間

外
・
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定
届
）

に
つ
い
て
は
︑
所
轄
労
働
基
準
監
督

署
長
へ
の
届
出
に
当
た
っ
て
使
用
者
の

記
名
・
押
印
ま
た
は
署
名
が
必
要
で

し
た
が
︑
今
年
度
か
ら
︑
ご
質
問
に

あ
る
よ
う
に
︑
押
印
・
署
名
が
不
要

　
最
近
、
36
協
定
の
届
出
に
押
印

が
必
要
な
く
な
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
届
出
手
続
が
ど
の
よ
う
に

変
更
さ
れ
た
の
か
お
教
え
く
だ
さ

い
。
弊
社
で
は
、
36
協
定
書
を
兼

ね
た
届
を
提
出
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
場
合
で
も
押
印
は
不
要

だ
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
か
。

 第232回 

協定書を兼ねた36協
定届も押印は不要か

と
さ
れ
︑
記
名
の
み
で
済
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
令
和
２
年
７
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た﹁
規
制
改
革
実
施
計
画
﹂

に
基
づ
き
︑
原
則
︑
行
政
書
類
の
押

印
を
廃
止
し
︑
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
︒

労
働
基
準
法
関
係
で
は
︑
労
基
法
施

行
規
則
第
59
条
の
２
が
改
正
さ
れ
︑

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
36
協
定
届

に
つ
い
て
は
︑
新
し
い
様
式
第
９
号

（
一
般
の
36
協
定
届
）
と
様
式
第
９

号
の
２
（
限
度
時
間
を
超
え
る
特
別

条
項
付
き
36
協
定
届
）
等
に
お
い
て
︑

届
出
を
行
う
当
事
者
の
氏
名
の
欄
の

押
印
の
位
置
を
示
す
㊞
マ
ー
ク
が
削

除
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

た
だ
し
︑
36
協
定
書
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
︑労
使
で
合
意
し
た
う
え
で
︑

労
使
双
方
の
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
る
よ
う
な
方
法
に
よ

り
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
︑
こ
れ
ま
で
通
り
記

名
・
押
印
ま
た
は
署
名
が
必
要
な
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
し
た

が
っ
て
︑
ご
質
問
の
よ
う
に
︑
36
協

定
届
が
36
協
定
書
を
兼
ね
て
い
る
場

合
に
は
︑
事
業
場
に
お
け
る
過
半
数

労
働
組
合
ま
た
は
過
半
数
代
表
者

及
び
使
用
者
の
氏
名
の
欄
に
は
︑
そ

れ
ぞ
れ
記
名
・
押
印
ま
た
は
署
名
が

必
要
で
す
の
で
︑
注
意
し
て
く
だ
さ

い
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
今
回
の
36
協
定
届
の

様
式
改
定
で
は
︑
労
働
者
代
表
の
選

任
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
︒
36
協
定
の
締
結
に

当
た
っ
て
は
︑
そ
の
適
正
な
締
結
を

期
す
た
め
︑
過
半
数
代
表
者
は
︑
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

① 

労
基
法
第
41
条
第
２
号
に
規
定
す

る
管
理
監
督
者
で
な
い
こ
と

② 

36
協
定
を
締
結
す
る
者
を
選
出
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
︑

投
票
︑
挙
手
等
の
方
法
で
選
出
さ

れ
た
者
で
あ
る
こ
と

③ 

使
用
者
の
意
向
に
基
づ
い
て
選
出

さ
れ
た
者
で
な
い
こ
と

　

新
し
い
様
式
で
は
︑
こ
れ
ら
を
確

認
す
る
た
め
の
2
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
が
設
け
ら
れ
︑
労
働
者
代
表
が

法
定
の
過
半
数
労
働
組
合
ま
た
は
過

半
数
代
表
者
か
ど
う
か
︑
さ
ら
に
過

半
数
代
表
者
の
場
合
︑
前
記
①
②
③

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

の
チ
ェ
ッ
ク
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

特
に
協
定
当
事
者
が
過
半
数
代
表
者

の
場
合
に
は
︑
両
方
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
な
い
と
︑

形
式
上
の
要
件
に
適
合
す
る
協
定
届

に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒

　

な
お
︑
今
回
の
改
正
で
36
協
定
届

以
外
の
届
出
様
式
に
つ
い
て
も
同
様

に
︑
押
印
・
署
名
が
不
要
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
念
の
た
め
︒

Ａ�

必
要
で
あ
り
、
新
た
に
過

半
数
代
表
チ
ェ
ッ
ク
欄
も

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

今
夏
は
︑
全
国
的
に
異
常
気
象

に
見
舞
わ
れ
た
︒
特
に
九
州
や
中

国
地
方
は
︑
か
つ
て
な
い
豪
雨
に

よ
る
災
害
が
起
き
て
い
る
︒
最
近

は
自
然
災
害
の
発
生
が
頻
発
し
︑

被
災
地
域
が
広
域
化
す
る
と
と
も

に
被
害
の
規
模
も
年
々
大
き
く
な

っ
て
き
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
︑
救
援

物
資
輸
送
な
ど
社
会
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
︒
同
時
に
︑
食
品

や
日
用
品
な
ど
を
安
定
的
に
輸
配

送
し
て
日
常
生
活
を
支
え
て
い

る
︒
だ
が
︑
そ
の
仕
事
を
担
っ
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
確
保
も

重
要
な
課
題
だ
︒
国
土
交
通
省
は

昨
年
２
月
に
﹁
輸
送
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
目

安
の
設
定
﹂
を
通
達
し
た
︒
通
達

内
容
は
省
く
が
︑
あ
る
中
小
事
業

者
と
荷
主
と
の
異
常
気
象
時
に
お

け
る
取
り
決
め
を
紹
介
す
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
︑
保

有
車
両
数
が
約
20
台

（
全
車
両
ウ
イ
ン
グ

車
）
で
あ
る
︒
取
引
先

は
23
社
あ
り
︑
直
接
取

引
だ
︒
こ
の
う
ち
上
場

会
社
（
物
流
子
会
社
含

む
）
は
２
社
で
︑
異
常

気
象
時
の
運
行
中
止
な

ど
を
文
書
で
交
わ
し
て

い
る
︒﹁
他
の
21
社
は
書
面
化

し
て
い
な
い
が
︑
中
小
企
業
な

の
で
担
当
者
の
異
動
が
な
く
︑

上
場
会
社
と
同
じ
内
容
で
確
認

で
き
て
い
る
﹂︒

　

強
風
時
の
場
合
︑
風
速
20
㍍

／
秒
以
上
は
自
動
的
に
運
行
中

止
す
る
が
︑
暴

風
注
意
報
が
出

た
時
点
で
話
し

合
い
を
す
る
︒

様
々
な
シ
ナ
リ

オ
を
想
定
し
︑

荷
主
の
担
当
者

に
は
事
前
に
社

内
で
（
物
流
子

会
社
は
親
会
社

に
）
了
承
を
得

て
お
い
て
も
ら

う
︒﹁
状
況
に
応

じ
て
︑
担
当
者

が
シ
ン
プ
ル
に

判
断
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
﹂

た
め
だ
︒
ド
ラ

イ
バ
ー
に
も
権
限
を
も
た
せ
︑

運
行
途
中
で
自
分
の
判
断
で
帰

り
の
方
向
に
ト
ラ
ッ
ク
を
向
け

て
待
機
し
︑
会
社
に
連
絡
し
て

荷
主
に
引
き
返
し
の
了
解
を
得

る
こ
と
も
あ
る
︒

　

同
社
で
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
に
荷

物
を
積
ん
だ
時
点
で
運
賃
が
発
生

す
る
契
約
﹂
に
し
て
い
る
︒
前
日

の
運
行
中
止
な
ら
運
賃
の
80
％
︑

そ
れ
以
降
の
中
止
は
全
額
請
求
で

あ
る
︒
ま
た
︑
通
常
は
一
般
道
路

の
走
行
で
も
︑
道
路
渋
滞
で
拘
束

13
時
間
を
超
え
そ
う
な
場
合
は
高

速
利
用
と
し
︑
高
速
料
金
の
請
求

も
で
き
る
︒
そ
れ
で
も
拘
束
時
間

が
13
時
間
を
超
え
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
︑
残
業
代
な
ど
を
請
求
す

る
と
い
う
契
約
だ
︒

　

同
社
で
は
﹁
様
々
な
シ
ナ
リ
オ

を
考
え
て
︑
想
定
外
を
想
定
内
に

し
て
即
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

す
る
﹂︒
異
常
気
象
に
よ
る
﹁
追

加
コ
ス
ト
を
防
ぐ
に
は
︑
早
く
判

断
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
﹂

と
い
う
方
針
で
あ
る
︒

　

書
面
化
し
て
い
る
う
ち
の
１
社

で
は
多
数
の
運
送
協
力
会
社
が
あ

る
が
︑
異
常
気
象
時
の
契
約
を
交

わ
し
て
い
る
の
は
﹁
う
ち
を
含
め

て
２
社
だ
け
﹂
と
い
う
︒
他
社
は

具
体
的
な
資
料
な
ど
を
基
に
交
渉

し
て
い
な
い
か
ら
だ
︒﹁
自
分
は

現
場
も
経
験
し
て
い
る
の
で
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
忍
耐
を
強
い
る
よ
う

な
経
営
は
し
た
く
な
い
﹂と
い
う
︒

　

ち
な
み
に
同
社
は
昔
か
ら
完
全

月
給
制
で
︑
経
常
利
益
率
は
約
20

％
を
確
保
し
て
い
る
︒

第
284
回

異常気象とドライバーの安全確保

ウィズ・コロナ……当館は修学旅行大歓迎、「枕投げ」にも感染防止アクリ
ル板で対応！

205「
鯖
街
道
寄
り
道
し
た
い
味
①
」滋
賀
県
朽く

つ

き木
の
鯖
な
れ
ず
し

　
﹁
な
れ
ず
し
﹂
で
有
名
な
の

は
鮒ふ

な

ず
し
︒
琵
琶
湖
の
ニ
ゴ

ロ
ブ
ナ
を
用
い
︑
京
都
で
は

高
級
珍
味
と
し
て
供
さ
れ
る
︒

だ
が
︑
湖
畔
か
ら
内
陸
へ
少

し
入
っ
た
朽
木（
高
島
市
）に
︑

鮒
ず
し
に
優
る
と
も
劣
ら
な

い
逸
品
が
あ
る
と
は
知
る
人

ぞ
知
る
︒
鯖
の
な
れ
ず
し
︒

湖
の
鮒
が
海
の
鯖
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
と
も
い
え
る
︒

　

朽
木
は
鯖
街
道
（
現
国
道

３
６
７
号
）
が
若
狭
か
ら
近

江
に
入
っ
て
最
初
の
宿
場
で
︑

京
都
へ
向
か
う
鯖
は
こ
こ
で

も
売
ら
れ
た
︒
そ
し
て
貴
重

な
鯖
を
大
切
に
食
べ
る
術
が

工
夫
さ
れ
︑
な
れ
ず
し
の
名

品
が
開
花
し
た
の
だ
︒

　

当
地
の
特
徴
は
山
椒
の
香

味
が
小
気
味
よ
く
効
い
て
い

る
こ
と
︒
新
芽
が
伸
び
て
精

ず
︒
彼
ら
も
な
れ
ず
し
を
振

る
舞
わ
れ
た
に
違
い
な
い
︒

　

な
お
︑
面
積
の
大
半
が
森

林
だ
け
に
木き

じ

し

地
師
が
住
み
つ

き
︑
黒
地
に
朱
で
菊
の
花
弁

を
描
い
た
朽
木
盆
は
︑
現
代

も
好
事
家
垂す

い
ぜ
ん涎
の
品
︒

　

そ
の
後
も
街
道
の
賑
わ
い

は
続
き
︑
今
も
中
心
地
に
は

国
の
登
録
文
化
財
の
木
造
洋

館﹁
丸
八
百
貨
店
﹂が
残
る
︒

祭
り
は
味
比
べ
す
る
と
か
︒

　

ご
馳
走
に
な
っ
た
︒
薄
切

り
は
鯖
皮
の
銀
色
︑
ご
飯
の

純
白
︑
山
椒
の
緑
の
対
比
が

目
に
爽
や
か
で
︑
舌
に
の
せ

る
と
う
ま
味
い
っ
ぱ
い
の
甘
酢

っ
ぱ
さ
が
押
し
寄
せ
て
き
た
︒

こ
ん
な
な
れ
ず
し
は
﹁
道
の

駅
く
つ
き
新
本
陣
﹂
や
日
曜

朝
市
で
購
入
で
き
る
︒

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

気
を
放
つ
頃
に
摘
み
︑
鯖
に

挟
ん
で
ご
飯
と
漬
け
る
︒
そ

の
た
め
山
椒
の
香
味
ふ
ん
ぷ

ん
で
︑
鯖
と
山
椒
が
押
し
た

り
引
い
た
り
し
て
口
中
に
極

楽
を
連
れ
て
く
る
の
だ
︒

　

朽
木
は
︑
室
町
時
代
か
ら

朽
木
氏
が
治
め
た
︒
京
都
︑

近
江
︑
越
前
を
結
ぶ
要
地
だ

け
に
︑
滞
在
し
た
り
通
過
し

た
戦
国
の
有
名
人
は
数
知
れ

　

鄙ひ
な

と
は
思
え
な
い
モ
ダ
ン
な

木
造
洋
館
で
︑
近
年
は
地
域

交
流
や
郷
土
料
理
伝
承
活
動

の
場
に
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
こ
に
集
ま
る
面
々
は
な

れ
ず
し
名
人
揃
い
︒﹁
鯖
は
一

塩
し
︑
塩
抜
き
し
て
腹
に
塩

と
酒
を
混
ぜ
た
ご
飯
を
詰
め

る
︒
山
椒
と
唐
辛
子
を
散
ら

し
て
桶
に
漬
け
︑
秋
ま
で
待

ち
ま
す
﹂
と
の
こ
と
で
︑
秋

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜安全な速度と車間距離編〜
	 【解 答】２面に問題
❶	×（道路交通法施行令第11条）標
識等による指定がない場合の一般道
路における自動車の最高時速は、時速
60キロである。
❷	○（教則第5章・第4節1	安全な速
度3）決められた速度の範囲内であっ
ても、道路や交通の状況、天候や視界
などをよく考えて、安全な速度で走行
する。
❸	×（教則第5章・第4節2	停止距離
と車間距離2）雨にぬれた道路を走る
場合や重い荷物を積んでいる場合な
どは制動距離が長くなる。

❹	○（教則第5章・第4節2	停止距離
と車間距離4）天候、路面やタイヤの
状態、荷物の重さなどを考えに入れ、
前の車が急に止まっても、これに追突
しないような安全な車間距離をとらな
ければならない。
❺	×（教則第5章・第4節2	停止距離
と車間距離4）大型自動車、中型自動
車及び準中型自動車は、普通自動車に
比べ、運転席の位置が高く、見下ろす
形になり、車間距離が実際より長く感
じられるため、車間距離が短くなりや
すいので注意する。

導入段階 期間
Ⅰ . ドライブレコーダー選定 2 か月
Ⅱ . ドライブレコーダー導入
　機器とソフトウェア 2 か月

Ⅲ . ドライブレコーダー点数報告制度（普及段階）
　ドライブレコーダー評価点数報告、燃費統計 12 か月

Ⅳ . ドライバー表彰制度（活用段階）
　ドライブレコーダー活用セミナーへの参加
　荷主、運行管理者、ドライバーの内部研修会
　ドライバーの燃費、デジタコ安全評価の公表およびグラフ化と表彰制度

12 か月

合計 28 か月

5.導入効果
◇ドライバーの安全に対する取り組みが大きく改善できた
　ドライブレコーダーには、運転の安全性を診断して、結果を 100 点満点で評価する仕組みがあり、ドライバーは日々の安全運転診
断で 100 点を目指している。当初から、ドライブレコーダーのメーカーからは、「ほとんどのドライバーについては安全レベルは高い」
という評価であった。しばらくは義務的に診断結果を報告していたが、その後の取り組みによって大きく改善できた。現在は、帰社
後ドライバー自身がデータをパソコンに取り組み、診断結果を見て減点対象の運転や発生場所を確認して、仲間同士でも改善すべき
項目について積極的に話し合うようになった。

◇事故は大きく削減できた
　安全に対する取り組みは、物流センター全体の動きとなって、全社員がそれぞれの使命をよく理解して安全運転に取り組むように
なり、事故は大きく削減できた。

◇事故発生時にはドライバーの立場を守ることができた
　市街地を走る場合は、危険な自転車や歩行者もいて、事故が発生することもあったが、ドライブレコーダーの映像によって、車の
速度やブレーキ操作、そして相手側がヘッドホンを付けたまま信号無視する様子などを映像により証明でき、行政処分を受けずに済
んだこともあった。安全運転の証拠を示すことができることで、ドライバーの立場を守ることができた。

◇燃費は５〜 10％削減できた
　ドライバーの運転技術が向上したことで、会社全体として 10％近く燃費を削減することができた。

◇所属するコンビニの全国表彰を受けるまでになった
　所属する全国チェーンのコンビニで実施されるドライバーコンテストで当社が表彰されるようになり、物流センターも高く評価さ
れるようになった。

6.成功のポイント
◇荷主と一体化した取り組みでサービス品質向上
　コンビニ配送は、最終的には市街地の店舗にコンビニの制服を着用して配送しており、
ドライバーも含めて「コンビニの従業員」と見られている。物流センターと一体化した取
り組みによって、「コンビニ全体のお客様へのサービスを担うスタッフ」という考えを粘
り強く全社に普及していった。

◇運行管理者のドラレコ研修会参加
　研修会では、技術的な内容ばかりではなく、同じような運送会社の成功事例を聞いて、
事例企業でも活用する方法を考えることができた。作成した表やグラフは難しいものでは
ないが、それをどういう場所に掲示し、どういう進め方で社内に普及させていくのか等の
苦労話を研修会で学ぶことができた。

◇ドライバー自身によるドラレコデータの取り込みと報告
　ドライブレコーダーのデータカードをドライバー自身がデータ解析ソフトウェアに取り
込み、自らデータ解析ソフトを活用して、どの場所でなぜ減点されたのかを調べたり、他
のドライバーと運転技術について話し合ったりするようになった。

◇全社員に活動成果を見える化
　事例企業では、安全強化のために活動成果を全社員に見えるように工夫している。また、
成果を上げた社員を定期的に表彰している。

◇大型モニター
　大型モニターを設置し、ドライブレコーダーに記録された画像を見る（写真 1）。

◇活動目標ポスター
　強化目標を書いて、全員にわかるように通達するポスターを作成（図 2）。

◇運転診断点数推移グラフ
　毎日担当を決めて、ドライバーごとの運転診断点数の報告をエクセルに入力して、年間
推移をグラフにして表示する（図 3）。優秀なドライバーは半年に 1 回表彰している。

◇燃費推移グラフ
　毎月の燃費を燃料請求データから計算し、ドライバーごとの燃費をエクセルに入力し
て、年間推移をグラフにして表示する（図 4）。優秀なドライバーに対しては、3 か月に 1
回表彰している。これ以外にも、全社員の 10 日ごとの安全運転診断点数一覧表や全社平
均の燃費推移グラフなどを作成して、点呼場所に分かるように掲示し、活動の成果を見え
るようにしている。

「東京2020」大会
運行前には必ず

交通規制情報の確認を

＜交通対策実施期間＞　
パラリンピック：8 月 24 日㈫〜 9 月 5 日㈰

　オリンピックに続き、パラリンピックが９
月５日まで開催されています。大会開催期間
中とその前後の日は「交通対策実施期間」と
され、首都圏で大規模な交通規制が実施され
ます。運行前には交通規制情報を確認し、渋
滞を回避するなど、円滑な物流の実現を図り
ましょう。
　パラリンピックの閉会式時には、上記の通り、
オリンピックスタジアム周辺、国会周辺、選
手村周辺、首都高速道路で長時間の交通規制
が行われます。

■ 東京 2020 大会に関係する交通
規制の詳細は、東京 2020 組織
委員会ホームページをご確認く
ださい。

■ 開催当日の交通規制情報は、（公
財）日本道路交通情報センター
「道路交通情報 Now!!」でご確
認ください。

＜閉会式時の交通規制＞　
9 月 5 日㈰

・オリンピックスタジアム周辺
13：00 〜 26：00

・国会周辺
13：00 〜 20：00

・選手村周辺
13：00 〜 19：30

・首都高速道路
14：30 〜 26：00

※ なお、午 前 中（4：30 〜 10：45 頃 ）
には、パラリンピックマラソン競技に
伴う交通規制も実施されます。
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▼
所
用
で

外
出
し
た

際
に
︑
時

間
的
な
制

約
か
ら
タ

ク
シ
ー
に
乗
車
し
ま
し
た
︒
運
転
手

さ
ん
に
目
的
地
を
告
げ
る
と
︑
何
と

は
な
し
に
会
話
が
弾
み
ま
し
た
︒
私

が
︑﹁
運
転
手
さ
ん
︑
声
に
張
り
が
あ

り
ま
す
ね
︒
お
幾
つ
で
す
か
﹂
と
聞

く
と
︑﹁
い
や
ぁ
﹃
御
歳
80
﹄
で
す
よ
﹂

と
い
わ
れ
︑
私
は
一
瞬
た
じ
ろ
い
で

か
ら
﹁
そ
︑
そ
う
で
す
か
︒
実
際
の

お
歳
よ
り
か
な
り
若
く
見
え
ま
す

ね
﹂︒
す
る
と
運
転
者
さ
ん
は
︑﹁
悩

み
は
一
晩
寝
た
ら
忘
れ
ま
す
︒
根
が

単
純
な
ん
で
す
よ
︒
だ
か
ら
か
な
﹂

と
明
る
く
答
え
︑
そ
の
言
葉
に
元
気

の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
▼

聞
く
と
熊
本
県
の
天
草
出
身
で
︑
久

し
く
帰
郷
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
︒﹁
幼
な
じ
み
か
ら
時
折
届
く
連

絡
は
訃
報
ば
か
り
﹂
と
悲
し
げ
に
吐

露
し
て
い
ま
し
た
︒
ひ
と
り
︑
ま
た

１
人
と
去
っ
て
ゆ
く
友
人
の
顔
を
思

い
浮
か
べ
る
と
︑
そ
れ
は
熊
本
県
の

金
峰
山
に
鎮
座
す
る
﹁
雲
巌
禅
寺
﹂

か
ら
﹁
霊
巌
洞
﹂
に
至
る
岩
山
を
削

っ
た
細
道
に
安
置
さ
れ
た
﹁
五
百
羅

漢
﹂
に
辿
り
着
く
と
︑
感
慨
深
げ
な

様
子
で
し
た
︒
石
の
角
柱
に
頭
の
部

分
を
刻
み
︑
目
鼻
を
直
線
的
に
削
っ

た
素
朴
な
石
像
﹁
五
百
羅
漢
﹂
の
中

に
︑﹁
友
に
似
た
顔
を
見
る
﹂
と
い
う

の
で
す
︒
様
々
な
表
情
の
石
像
は
︑

何
故
か
不
思
議
な
魅
力
を
放
ち
︑
人

を
惹
き
付
け
ま
す
︒
▼
埼
玉
県
の
川

越
に
あ
る
﹁
喜
多
院
﹂
を
訪
れ
た
際

に
︑
幾
体
も
の
羅
漢
を
拝
見
し
︑
そ

の
面
相
や
姿
態
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
思

わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
一

体
一
体
の
羅
漢
の
表
情
や
︑
顔
立
ち

の
描
写
が
生
々
し
く
︑
人
間
味
に
溢

れ
︑
そ
れ
は
見
事
で
︑
そ
れ
ら
を
彫

っ
た
作
者
に
造
形
時
の
心
境
の
深
層

を
聞
い
て
み
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
ま

し
た
︒
▼
羅
漢
は
︑﹁
阿
羅
漢
﹂（
あ

ら
か
ん
）
の
略
で
︑
供
養
や
尊
敬
を

受
け
る
に
値
す
る
人
間
を
指
す
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
仏
陀
に
常

時
付
き
従
っ
た
弟
子
が
５
０
０
人
余

り
い
た
こ
と
か
ら
五
百
羅
漢
が
彫
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す

が
︑
５
０
０
人
の
羅
漢
た
ち
の
中
に

も
︑
内
に
秘
め
た
思
い
な
ど
様
々
な

人
間
模
様
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
︒
羅
漢
の
面
相
を
よ
く
見
る
と
︑

人
間
の
特
徴
が
如
実
に
捉
え
ら
れ
て

お
り
︑
そ
れ
こ
そ
﹁
友
人
や
親
戚
に

似
た
羅
漢
が
あ
る
な
ぁ
﹂
と
感
じ
ま

し
た
︒
泣
い
た
り
︑
笑
っ
た
り
︑
怒

っ
た
り
︑
居
眠
り
し
た
り
︑
ひ
そ
ひ

そ
話
を
し
た
り
︑
悲
喜
こ
も
ご
も
で
︑

ま
る
で
現
世
の
生
き
写
し
︑
現
世
の

縮
図
の
よ
う
な
場
所
で
す
︒
▼
喜
多

院
に
は
︑﹁
深
夜
に
羅
漢
の
頭
を
撫
で

る
と
︑
一
つ
だ
け
必
ず
温
か
い
羅
漢

が
あ
り
︑
そ
の
羅
漢
の
顔
は
亡
き
親

に
似
て
い
る
﹂
と
の
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
︒
さ
す
が
に
深
夜
に
︑
ま
し

て
漆
黒
に
包
ま
れ
た
お
寺
に
行
く
の

は
肝
試
し
の
よ
う
で
覚
悟
が
必
要
で

す
が
︑
僅
か
な
時
間
で
も
い
た
だ
け

る
な
ら
︑
遥
か
彼
方
の
﹁
あ
の
世
﹂

に
い
る
父
母
に
会
い
た
い
︑
語
り
あ

い
た
い
も
の
で
す
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
に

本
社
を
︑
福
岡
市
早
良
区
と

久
留
米
市
・
み
や
ま
市
に
営

業
所
を
構
え
る
㈲
Ｍ
ｉ
ｙ
ａ

ｍ
ａ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
︑

平
成
16
年
に
貨
物
軽
自
動
車

運
送
事
業
を
創
業
し
︑
18
年

に
特
別
積
合
せ
貨
物
運
送
事

業
︑
23
年
か
ら
は
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
を
開
始
︒

現
在
で
は
︑
軽
車
両
か
ら
小

型
・
中
型
・
大
型
車
︑
ト
レ

ー
ラ
ー
と
幅
広
い
車
両
で
︑

県
内
・
九
州
を
中
心
に
︑
雑

貨
物
や
食
品
・
飲
料
︑
日
用

品
︑
医
薬
品
等
の
輸
送
を
手

が
け
る
︒

　

ま
た
近
年
︑
中
国
の
物
流

会
社
と
連
携
し
︑
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
事
業
者
向
け
に

提
供
す
る
中
国
向
け
個
人
宅

配
サ
ー
ビ
ス
や
︑
高
齢
者
に

特
化
し
た
引
っ
越
し
・
片
付

け
等
を
行
う
﹁
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
事
業
﹂
を
立
ち
上
げ
る

な
ど
︑﹁
多
様
化
す
る
物
流

の
カ
タ
チ
﹂
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た

事
業
を
展
開
し
て
い
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
74
人
の
う

ち
︑
20
人
が
女
性
と
３
割
弱

を
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
占

め
︑
21
歳
か
ら
72
歳
ま
で
︑

幅
広
い
年
齢
層
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
活
躍
︒
軽
か
ら
ト
レ
ー

ラ
ー
ま
で
多
様
な
車
種
を
取

り
揃
え
て
い
る
こ
と
で
︑
高

校
新
卒
者
・
未
経
験
者
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
︑
高
齢
ド

活
躍
す
る
社
員
も
い
る
な

ど
︑
多
様
な
人
材
の
確
保
に

成
功
し
て
い
る
︒

　

同
社
の
経
営

理
念
は
︑﹁
私
た

ち
は
全
て
の
人
々

に
﹃
あ
ん
・
し
ん

・
か
ん
﹄
を
運
び

続
け
ま
す
﹂︒﹁
あ

ん
﹂・﹁
し
ん
﹂・

﹁
か
ん
﹂
と
は
︑

﹁
あ
ん
=
︹
安
︺

全
が
︹
安
︺
心
に

な
り
﹂︑﹁
し
ん
=

︹
心
︺
を
込
め
て

︹
信
︺
頼
を
つ
く

り
﹂︑﹁
か
ん
=

ラ
イ
バ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
ダ
ウ

ン
が
し
や
す
い
環
境
が
整
っ

て
い
る
︒

　

そ
の
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

経
験
の
な
い
若
い
主
婦
な
ど

の
未
経
験
者
採
用
事
例
も
多

く
︑
ま
た
﹁
働
き
や
す
い
﹂

と
い
う
評
判
か
ら
転
職
を
希

望
す
る
経
験
者
の
ほ
か
︑
同

社
に
勤
務
す
る
家
族
の
背
中

を
追
っ
て
入
社
し
︑
親
子
で

︹
感
︺
謝
・︹
感
︺
動
を
運

び
ま
す
﹂
の
意
だ
︒

　
﹁
人
は
心
に
余
裕
が
な
い

と
︑
周
り
の
方
に
安
心
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
事
を

提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
︒﹃
社
員
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
﹄
を
全
力
で
整
え

る
こ
と
が
経
営
者
の
使
命
で

す
︒
社
員
に
安
心
し
て
働
い

て
も
ら
う
た
め
に
最
重
要
視

し
て
い
る
の
は
︑
と
に
か
く

社
員
の
声
を
聞
く
こ
と
︒
管

理
職
に
対
し
て
も
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
を
守
る
こ
と
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
﹃
困
っ
た
﹄
を
聞
く

こ
と
が
役
目
だ
と
常
に
説
い

て
い
ま
す
﹂（
降
籏
美
香
社
長
）

声
す
く
い
上
げ
即
対
応

「
拓
か
れ
た
職
場
」
づ
く
り

　

国
際
労
働
機
関（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）

で
は
︑﹁
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ

ー
ク
=
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
﹂
の
推
進
を

掲
げ
て
活
動
を
展
開
し
て
お

り
︑
厚
生
労
働
省
で
は
﹁
デ

ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
﹂
に

つ
い
て
︑
別
掲
の
通
り
定
義

し
て
い
る
︒

 　
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

の
促
進
は
︑
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
目

標
８
﹇
経
済
成
長
と
雇
用
﹈

の
中
に
も
含
ま
れ
て
お
り
︑

仕
事
と
人
生
を
両
立
す
る
た

め
の
職
場
環
境
整
備
に
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
︒

　

こ
こ
か
ら
は
︑前
掲
の
﹁
デ

ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
４
つ

の
定
義
﹂
に
則
し
︑
同
社
が

行
っ
て
い
る
職
場
環
境
整
備

に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

① 

労
働
機
会
・
労
働
に
応
じ

た
収
入
の
獲
得

　

同
社
で
は
採
用
面
接
の

際
︑
応
募
者
に
は
必
ず
﹁
全

て
包
み
隠
さ
ず
話
し
て
く
だ

さ
い
﹂
と
伝
え
て
い
る
と
い

う
︒
応
募
者
が
心
身
の
持
病
︑

障
が
い
等
の
不
安
を
抱
え
て

い
る
場
合
に
も
︑
各
人
に
合

っ
た
業
務
や
働
き
方
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
話
し
合
う
た

め
だ
︒

　
﹁
病
気
・
育
児
・
介
護
な

ど
︑
誰
も
が
な
に
か
を
抱
え

な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
︒﹃
仕

事
に
人
を
合
わ
せ
る
﹄
の
で

は
な
く
︑﹃
人
に
仕
事
を
合

わ
せ
る
﹄
た
め
に
︑
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
を
本
人
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
︑
社
内
で
対
応
策

を
講
じ
る
こ
と
で
︑
い
ろ
い

ろ
な
人
に
活
躍
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
高
齢
者

も
若
者
も
︑
持
病
や
障
が
い

を
も
っ
た
方
も
︑
皆
が
充
実

し
て
働
け
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

実
際
︑
同
社
に
は
﹁
通
院

し
な
が
ら
働
き
た
い
﹂
と
い

う
が
ん
闘
病
中
の
ド
ラ
イ
バ

ー
や
︑
メ
ー
ル
・
手
話
を
用

い
事
務
作
業
に
励
む
︑
聴
覚

に
障
が
い
の
あ
る
社
員
ら
が

在
籍
︒
全
て
の
人
が
﹁
働
き

が
い
の
あ
る
雇
用
機
会
﹂
を

得
る
た
め
の
取
り
組
み
が
実

践
さ
れ
て
い
る
︒

　

各
部
門
の
労
働
条
件
・
給

与
情
報
が
開
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
特
徴
だ
︒
各

部
門
の
仕
事
内
容
・
拘
束
時

間
・
給
与
額
を
知
る
こ
と

で
︑
キ
ャ
リ
ア
の
ア
ッ
プ
・
ダ

ウ
ン
を
問
わ
ず
﹁
次
は
こ
の

部
門
の
仕
事
が
し
た
い
﹂
と

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
る
︒
ま
た
︑
異
動
の
希

望
を
申
し
出
る
と
︑
管
理
職

・
経
営
者
が
把
握
・
協
議
し

て
︑
空
き
が
出
次
第
︑
そ
の

部
門
に
移
れ
る
よ
う
な
体
制

を
敷
い
て
い
る
︒

　
﹁
会
社
の
全
額
補
助
で
大

型
免
許
を
取
得
し
た
の
で
︑

大
型
車
に
乗
務
で
き
る
部
門

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
﹂︑

﹁
年
金
が
も
ら
え
る
範
囲
内

で
仕
事
が
し
た
い
﹂
と
い
っ

た
要
望
に
応
じ
て
異
動
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
︑
同
社
が
大

型
車
や
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入

し
た
の
も
︑
社
員
の
希
望
を

叶
え
る
た
め
だ
っ
た
︒

　
﹁﹃
も
っ
と
大
き
な
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
り
た
い
﹄
と
い
う
社

員
の
希
望
を
叶
え
て
い
く
う

ち
に
︑
気
付
く
と
あ
ら
ゆ
る

車
種
が
揃
い
︑
新
た
な
部
門

も
増
え
て
い
き
ま
し
た
︒
社

員
の
希
望
に
マ
ッ
チ
す
る
業

務
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
︑

会
社
の
役
割
だ
と
考
え
ま

す
︒
異
動
や
新
規
業
務
の
創

出
は
︑
当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

出
身
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る

管
理
職
の
努
力
が
あ
っ
て
こ

そ
で
き
る
こ
と
で
す
︒
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

② 

労
働
上
の
権
利
の
確
保
、

職
場
で
の
発
言
が
行
い
や

す
く
、
か
つ
認
め
ら
れ
る

　　

社
員
の
会
社
へ
の
希
望
が

伝
え
や
す
い
・
実
現
さ
れ
や

す
い
土
壌
は
︑
い
か
に
し
て

整
備
さ
れ
た
の
か
と
降
籏
社

長
に
尋
ね
る
と
︑﹁
立
ち
話

で
す
﹂
と
︑
意
外
な
答
え
が

返
っ
て
き
た
︒

　　
﹁﹃
面
談
﹄
の
よ
う
な
形
式

ば
っ
た
対
話
だ
と
︑
皆
か
し

こ
ま
っ
て
し
ま
い
︑
本
当
に

言
い
た
い
こ
と
が
言
え
ま
せ

ん
︒
点
呼
時
や
終
業
後
等
の

ふ
と
し
た
瞬
間
に
︑﹃
行
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
﹄︑﹃
お
か
え
り

な
さ
い
﹄︑﹃
安
全
運
転
あ
り

が
と
う
﹄
と
い
っ
た
︑
基
本

的
か
つ
あ
た
り
ま
え
の
言
葉

を
か
け
て
行
う
︻
立
ち
話
︼

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

フ
ラ
ン
ク
で
風
通
し
の
い

い
職
場
づ
く
り
に
は
︑
も
う

ひ
と
つ
秘
訣
が
あ
る
︒
社
員

か
ら
要
望
や
提
案
を
受
け
た

ら
︑
で
き
る
こ
と
は
な
る
べ

く
す
ぐ
に
実
現
す
る
こ
と
︒

そ
し
て
︑
で
き
な
い
時
は
な

ぜ
で
き
な
い
か
を
説
明
し
て

納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
︒

社
員
は
提
案
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
よ
り
働
き
や
す
く
な

り
︑
会
社
は
業
務
を
改
善
で

き
る
︒
実
現
が
叶
わ
ず
と
も
︑

納
得
の
い
く
理
由
を
説
明
す

る
こ
と
で
︑
社
員
が
会
社
に

不
信
感
を
抱
く
こ
と
も
な
い
︒

こ
う
し
た
社
員
へ
の
誠
実
な

対
応
が
︑従
業
員
満
足
度（
Ｅ

Ｓ
）
に
直
結
し
て
い
る
︒

③ 

家
庭
生
活
の
安
定
と
自
己

鍛
錬
の
実
現

　
﹁
家
族
と
の
か
け
が
え
の
な

い
時
間
︑
趣
味
や
交
友
な
ど

﹃
人
生
の
大
切
な
要
素
﹄
を

重
視
し
な
が
ら
働
け
る
環
境

づ
く
り
﹂
を
掲
げ
る
同
社
で

は
︑
出
産
や
子
ど
も
の
学
校

行
事
と
い
っ
た
家
族
の
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
奨

励
し
て
い
る
︒
家
族
の
ハ
レ

の
日
に
参
加
で
き
る
と
い
う

こ
と
も
ま
た
︑
Ｅ
Ｓ
に
繋
が

っ
て
い
る
︒

　
﹁
私
も
子
育
て
を
し
な
が

ら
社
長
業
を
し
て
い
ま
す
︒

家
族
の
た
め
に
仕
事
を
し
て

い
る
の
に
︑
家
族
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
行
け
な
い
の
は

悲
し
い
こ
と
で
す
︒
予
定
を

事
前
に
申
告
し
て
も
ら
い
︑

管
理
職
や
同
僚
ド
ラ
イ
バ
ー

の
協
力
を
得
て
仕
事
を
回

し
︑
必
ず
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑﹁
仕
事
に
活
用
で

き
る
か
だ
け
で
な
く
︑
自
分

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
た
め
に
応
え

ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
実
現

し
た
い
﹂
と
い
う
降
籏
社
長

た
っ
て
の
想
い
か
ら
︑
資
格

取
得
に
関
し
て
も
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
必
要
な
ス
キ
ル
・
資

格
を
習
得
す
る
た
め
の
補
助

の
み
な
ら
ず
︑
そ
の
他
の
資

格
取
得
に
対
し
て
も
補
助
を

行
い
︑
社
員
の
自
発
的
な
学

び
を
支
援
す
る
︒

﹁﹃
こ
の
資
格
を
取
り
た
い
﹄

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
る
社
員

の
人
生
が
よ
り
よ
い
も
の
に

な
る
よ
う
な
お
手
伝
い
が
し

た
い
の
で
す
︒
社
員
の
声
を

受
け
て
立
ち
上
げ
た
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
も
︑
社
員

の
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
︑
介
護
職
員
初
任
者
研
修

や
遺
品
整
理
士
の
資
格
取
得

が
貢
献
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

資
格
取
得
と
い
う
社
員
の

夢
を
応
援
し
︑
そ
れ
が
会
社

の
新
規
事
業
へ
と
繋
が
っ
て
い

る
︑
理
想
的
な
好
事
例
だ
︒

④
公
正
・
男
女
平
等
な
扱
い

　　
﹁
当
社
は
男
女
平
等
で
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
女
性
の
方
が

強
い
で
す
﹂
と
笑
う
降
籏
社

長
︒
同
社
の
制
服
が
︑
Ｔ
シ

ャ
ツ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
（
半
袖
・

長
袖
）︑
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

な
ど
︑
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

富
か
つ
デ
ザ
イ
ン
に
こ
だ
わ
っ

た
も
の
が
多
い
の
も
︑
女
性

社
員
た
ち
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
実
現
し
た
こ
と
だ
︒

　

家
庭
重
視
の
働
き
方
を
望

む
の
は
女
性
だ
け
で
は
な
い
︒

男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
も
︑

﹁
出
産
に
立
ち
会
い
た
い
﹂︑

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
の
助
け
に
な

り
た
い
の
で
︑
朝
︑
子
ど
も

を
送
り
出
し
て
か
ら
勤
務
で

き
る
仕
事
を
担
当
し
た
い
﹂

と
い
っ
た
要
望
を
受
け
︑
希

望
条
件
に
合
致
す
る
仕
事
を

探
し
︑﹁
家
庭
を
尊
重
し
た

働
き
方
﹂を
実
現
し
て
い
る
︒

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
働
く
こ
と
﹂
と
﹁
家
族

を
大
事
に
す
る
こ
と
﹂
の
両

立
の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま

な
い
こ
と
が
︑
同
社
の
職
場

環
境
整
備
の
根
幹
に
あ
る
︒

各
種
認
証
を
軒
並
み
取
得

職
場
環
境
整
備
の
取
り
組
み

　

同
社
で
は
︑
安
全
性
優
良

事
業
所（
Ｇ
マ
ー
ク
）認
定
︑

働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度

（
一
つ
星
）
の
ほ
か
︑
職
場

環
境
整
備
に
関
す
る
福
岡
県

の
認
証
制
度
（
女
性
大
活
躍

推
進
宣
言
︑
子
育
て
応
援
宣

言
︑
介
護
応
援
宣
言
）
等
︑

各
種
認
定
制
度
を
取
得
し
て

い
る
︒
こ
れ
は
︑
取
得
の
た

め
に
新
た
に
取
り
組
み
を
始

め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
︑﹁
従
来
か
ら
実
施
し

て
い
た
取
り
組
み
が
︑
各
種

認
定
制
度
の
基
準
や
条
件
を

す
で
に
満
た
し
て
い
た
﹂
こ

と
で
取
得
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
︒

　
﹁
安
全
・
安
心
な
運
送
事

業
所
の
証
で
あ
る
﹃
Ｇ
マ
ー

ク
﹄
の
取
得
も
︑
昨
年
継
続

10
年
の
節
目
を
迎
え
︑
表
彰

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
︒
輸
送
の
安
全
確

保
は
当
然
か
つ
最
大
の
使
命

で
す
が
︑
こ
の
表
彰
は
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
︒
ま
た﹃
働

き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
﹄

に
つ
い
て
は
︑
ま
ず
は
一
つ
星

の
取
得
し
か
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
す
が
︑
職
場
環
境
整

備
に
全
力
を
傾
注
す
る
当
社

と
し
て
は
︑
一
気
に
三
つ
星

を
取
得
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
と
自
負
し

て
い
る
の
で
︑
い
ず
れ
三
つ
星

を
取
得
し
た
い
で
す
﹂（
同
）

　

ま
た
現
在
︑
社
員
の
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
を
実
現
す

る
同
社
で
は
︑﹁
く
る
み
ん

（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
認

定
）﹂
※
の
取
得
も
目
指
し

て
い
る
と
い
う
︒﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
で
く
る
み
ん
認
定

を
取
得
し
て
い
る
会
社
は
少

な
い
と
思
う
の
で
︑
ぜ
ひ
取

得
し
た
い
﹂
と
い
う
そ
の
目

標
は
︑
き
っ
と
近
い
将
来
に

達
成
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
︒

全
社
一
丸
で
目
指
す

「
有
休
消
化
率
１
０
０
％
」

　

同
社
が
今
年
の
目
標
に
掲

げ
て
い
る
の
が
︑﹁
有
給
休
暇

消
化
率
１
０
０
％
﹂
だ
︒
管

理
職
・
事
務
職
の
社
員
が
︑

各
ド
ラ
イ
バ
ー
が
有
休
を
取

得
で
き
る
日
数
を
管
理
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
に
確
認
さ
れ
た
ら

す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
も
ら
う
な
ど
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
積
極
的
に
有
休
を
把

握
・
取
得
し
や
す
く
︑
家
族

や
自
分
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
︒

　　
﹁
有
休
は
と
っ
て
お
い
て
し

ま
い
が
ち
な
の
で
す
が
︑﹃
持

っ
て
お
い
た
ら
消
え
て
し
ま

う
し
︑
使
い
切
っ
て
も
ま
た

付
与
さ
れ
る
か
ら
︑
と
に
か

く
し
っ
か
り
取
得
し
て
！
﹄

と
お
願
い
し
て
い
ま
す
︒
昨

年
の
有
休
消
化
率
は
８
割
程

度
で
︑
今
年
こ
そ
１
０
０
％

を
達
成
し
た
い
で
す
﹂（
同
）

　

高
い
有
休
消
化
率
を
実
現

に
導
い
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ

が
︑﹁
管
理
職
の
協
力
﹂
だ
︒

同
社
で
は
︑
ど
の
部
門
の
ど

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
休
ん
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
︑
管
理
職

が
全
部
門
の
仕
事
内
容
を
熟

知
︒﹁﹃
ち
ょ
っ
と
具
合
が
悪

い
﹄
と
い
っ
た
場
合
で
も
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
我
慢
せ
ず
に

休
め
る
よ
う
な
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
経
営
者
・
管
理
職

の
役
目
﹂
で
あ
る
と
い
う
降

籏
社
長
の
考
え
か
ら
︑
管
理

職
が
﹁
全
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不

在
を
カ
バ
ー
す
る
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
な
存
在
﹂
と
し
て
機

能
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
男
女
協
働
が
進
む

同
社
で
は
︑
管
理
職
の
う
ち

１
人
が
女
性
で
あ
り
︑
近
日

２
人
目
の
女
性
管
理
職
が
誕

生
予
定
だ
と
い
う
︒
そ
う
し

た
管
理
職
の
心
強
い
協
力
が

同
社
の
﹁
働
き
や
す
さ
﹂
と

﹁
休
み
や
す
さ
﹂
の
礎
と
な

っ
て
い
る
︒

　

ま
た
部
署
に
よ
っ
て
は
︑

有
休
を
取
得
し
や
す
い
部
署

と
そ
う
で
な
い
部
署
が
あ
る

こ
と
か
ら
︑
ど
の
部
署
の
ド

ラ
イ
バ
ー
で
も
有
休
を
１
０

０
％
消
化
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
︑
管
理
職
の
人
員
数

を
増
や
す
と
と
も
に
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
は
自
分
以
外
の
担

当
ル
ー
ト
や
仕
事
内
容
も
覚

え
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
自
分
が
休
む
た
め
に
も
︑

別
の
人
の
ル
ー
ト
を
覚
え
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
︒
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
︑﹃
お
互
い
様
﹄
の

精
神
で
︑
皆
が
等
し
く
休
め

る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

ま
た
社
員
間
で
も
︑
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
が
多
い
こ
と
も
あ

り
︑﹃
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ

た
ら
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い

の
は
よ
く
分
か
る
︒
休
む
な

ら
私
が
代
わ
り
に
走
る
か

ら
︑
私
に
何
か
あ
っ
た
時
は

頼
む
ね
﹄
と
い
う
互
助
の
関

係
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
が
た
い
で
す
﹂（
同
）

「
地
位
向
上
は
わ
が
社
か
ら
」

取
り
組
み
は
ま
だ
道
の
途
中

　

社
員
一
人
ひ
と
り
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
が
デ

ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
実

現
し
︑
社
員
の
高
い
満
足
度

と
会
社
の
成
長
を
生
ん
で
い

る
同
社
︒
事
業
と
社
会
の
継

続
的
な
発
展
と
︑
働
く
人
々

の
生
活
の
豊
か
さ
と
の
両
立

を
追
求
す
る
降
籏
社
長
だ

が
︑
そ
う
し
た
取
り
組
み
も

﹁
ま
だ
ま
だ
途
中
段
階
で

す
﹂
と
語
る
︒

﹁
頑
張
っ
て
く
れ
る
社
員
の

た
め
に
︑
と
に
か
く
い
い
と

思
う
こ
と
は
片
っ
端
か
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
︒
当
社
よ

り
規
模
の
大
き
な
会
社
に
話

を
聞
き
に
行
き
︑
当
社
で
も

取
り
組
め
そ
う
な
こ
と
は
し

っ
か
り
持
ち
帰
っ
て
い
ま
す
︒

こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
と﹃
偉

そ
う
に
﹄
と
思
わ
れ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑﹃
ド

ラ
イ
バ
ー
の
地
位
向
上
を
わ

が
社
か
ら
実
現
し
た
い
﹄
と

強
く
思
っ
て
い
ま
す
︒
で
す

か
ら
︑
ま
だ
ま
だ
道
の
途
中

で
す
︒
今
後
も
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
に
安
心
し
て
働
い
て
も
ら

う
た
め
に
で
き
る
あ
ら
ゆ
る

こ
と
に
︑
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
﹂（
同
）

　

有
限
会
社
Ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
降
籏
美
香
代
表
取
締
役
︑

福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
）
は
︑
創
業
以

来
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
数
多
く
活
躍

す
る
﹁
女
性
が
輝
く
会
社
﹂
で
あ
る
と

同
時
に
︑
降
籏
社
長
と
管
理
職
が
強
力

な
連
携
を
図
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ

と
り
の
要
望
を
実
現
し
続
け
る
こ
と

で
︑
社
業
の
発
展
と
︑
働
く
ド
ラ
イ
バ

ー
の
人
生
の
豊
か
さ
と
の
両
立
に
成
功

し
て
い
る
︒

　
﹁
社
員
全
員
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

の
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
﹂
を
最
優

先
に
︑
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
実

践
し
︑
日
々
進
化
を
続
け
る
同
社
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
︒

（有）Ｍｉｙａｍａコーポレーション （有）Ｍｉｙａｍａコーポレーション 
［代表取締役　降籏　美香］［代表取締役　降籏　美香］

本　　社　福岡県糟屋郡宇美町貴船
　　　　　4-1224-1
設　　立　平成 16年 3月24日
資 本 金　1,000 万円
従業員数	 84 人（うちドライバー74人）
車 両 数	 71 台

企業概要

検 索Miyamaコーポレーション

降籏　美香
代表取締役

20
・
30
代
が
全
社
員
の
約
半
数
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が

全
ド
ラ
イ
バ
ー
の
３
割
弱
を
占
め
る
同
社
で
は
、
若

手
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
も
活
躍

物流物物物流

㈲Miyama
コーポレーション

福岡
第 41回

「風通しと居心地のよい職場環境」を全力で整備

社員の声に耳傾け実現するディーセント・ワーク

社
員
の「
仕
事
も
家
族
も
大
事
に
し
た
い
」を
叶
え
る

社
員
の「
仕
事
も
家
族
も
大
事
に
し
た
い
」を
叶
え
る

事
業
の
継
続
的
発
展
・
個
人
の
豊
か
さ
を
両
立

事
業
の
継
続
的
発
展
・
個
人
の
豊
か
さ
を
両
立

出典：厚生労働省「（参考）ディーセント・ワークについて」

ふ る は たふ る は た

次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づき、従業員の仕事と子育ての両立のための行動計画を策定・実施す
るなど、一定の要件を満たした企業を子育てサポート企業として認定する制度※「くるみん」とは
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全 

国
沖
縄
県

全国
平均
1.6
目標
1.5

鹿
児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

山
口
県

広
島
県

岡
山
県

島
根
県

鳥
取
県

和
歌
山
県

奈
良
県

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

滋
賀
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

福
井
県

石
川
県

富
山
県

長
野
県

新
潟
県

山
梨
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県

埼
玉
県

群
馬
県

栃
木
県

茨
城
県

福
島
県

山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

※死亡事故件数は事業用貨物自動車が第1当事者となるものであり、軽自動車によるものを除く〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉
※車両台数はトレーラおよび軽自動車を除く営業用貨物自動車の保有台数（2020年 12月末現在）〈出典：（一財）自動車検査登録情報協会〉
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全国平均（1.6 件）以下を達成した県【2県】

全国平均（1.6 件）を未達成の県【21 道府県】

「プラン 2020」の目標値（1.5 件）以下を達成した県【24 都府県】
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2020（令和 2）年の2019（令和元）年比 （グラフ中に数字を表示）
2019（令和元）年の2018（平成 29）年比

●交差点事故の車種区分別（追突を除く）

・交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故（50 件）は、追突事故（38 件）の 1.3 倍
・左折死亡事故は、   8 割以上が対自転車（16 件）であり、対自転車の 9割以上が大型車
・直進死亡事故は、   7 割以上が対歩行者（12 件）であり、対歩行者の 6割近くが大型車
・右折死亡事故は、全て対歩行者（14 件）であり、対歩行者の 5割が大型車

交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）

大　型：1件
中　型：0件
準中型：1件
普　通：1件

交差点ー歩行者 交差点での右左折および直進時の対歩行者事故（右図参照）

交差点での右左折および直進時の対自転車事故（右図参照）

上記以外の交差点での対四輪車・二輪車事故（追突除く）

上記以外の正面衝突時の車両相互（自転車含む）事故、
車両単独事故、交差点以外での対人事故

対二輪車・自転車を含む追突事故

交差点ー自転車

交差点ーその他

追突

その他

大　型：15件
中　型：  1 件
準中型：  0 件
普　通：  0 件

大　型：  7 件
中　型：  4 件
準中型：  3 件
普　通：  0 件

大　型：3件
中　型： 1 件
準中型： 1 件
普　通： 0 件

大　型：7件
中　型：2件
準中型：3件
普　通：0件

大　型：0件
中　型：0件
準中型：0件
普　通：0件
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※発進、追越・追抜、
　進路変更、その他を含む
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自転車
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(歳)

(件)

歩行者
自転車

左折

以上 (歳)
以上

(歳)
以上

大型車の左折時は特に自転車に注意！！

２２

直進時と右折時は高齢歩行者に注意！！

102件
49% 17件

8%

38件
18%

その他

交差点一その他

死亡事故件数
207件

（2020 年）

追突

〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉

交差点一対自転車

交差点一対歩行者

21件
10%

29件
14%

〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉

車籍別死亡事故の発生状況車籍別死亡事故の発生状況

全日本トラック協会では国土交通省の計画と歩調を合わせ、2025 年（令和 7 年）を新たな目標年とした「トラック事業における総合安全プラン 2025」（プラン 2025）を策定しました。
「プラン 2020」に引き続くこの「プラン 2025」では、「死者数と重傷者数の合計 970 人以下」「飲酒運転ゼロ」（いずれも軽貨物を含まない）という目標値を新たに設定し、令和７年までの間に PDCA
サイクルに沿って取り組みを進めていくこととしています。
トラック運送業界の関係者一丸となって、「トラック事業における総合安全プラン 2025」の目標値を達成しましょう。
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「トラック事業における総合安全プラン2020」目標値と最終結果
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数値はいずれも事業用貨物自動車（軽自動車を除く）によるもの。
※「飲酒運転」は「道路交通法違反取締件数」の数値で、「酒酔い運転」および「酒気帯び運転」の合計値。
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「プラン 2020」３つの数値目標と達成状況「プラン 2020」３つの数値目標と達成状況

▪▪  

▪▪  ▪▪  
「死者数」、「人身事故件数」、「飲酒運転事故件数」の３つの数値目標のうち、
人身事故件数以外は達成できませんでした。とりわけ飲酒運転事故件数は減
少の兆しが見えず、飲酒運転根絶に向けてトラック運送業界が一丸となって
新たな気持ちで取り組むことが、最重要課題となります。

事故類型別では「人対車両」が多い県と「車両相互」が多い県に分かれる傾向にあり、事故発生件数の多い県のうち
「大阪府」、「北海道」、「千葉県」、「愛知県」は「車両相互」が、「埼玉県」、「神奈川県」は「人対車両」が多い。

交差点事故件数が最も多いのは「大阪府」、次いで「千葉県」が続き、車種区分では大型車が全体の 6 割近くを占める。
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〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉

n=67

　

令和2年の交通事故統計分析結果令和2年の交通事故統計分析結果掲
示
用

掲
示
用 車籍別・事業用トラックを第１当事者とする死亡事故車籍別・事業用トラックを第１当事者とする死亡事故

対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第1当事者となる死亡事故。なお、「車両相互」での第2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第1当事者となる死亡事故。なお、「車両相互」での第2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む
全日本トラック協会では、2020 年（令和２年）までを計画期間とする「トラック事業における総合安全プラン 2020」（プラン 2020）において、重点削減目標と３つの数値目標を掲げ、
トラック運送業界をあげて事故削減に取り組んできましたが、このほど令和２年の車籍別交通事故統計分析により、その最終結果が明らかになりました。

第2183号（第3種郵便物認可）令和3年（2021年）9月1日

●事故類型別

「プラン 2020」重点削減目標：車両 1 万台当たりの車籍別死亡事故件数「プラン 2020」重点削減目標：車両 1 万台当たりの車籍別死亡事故件数
「プラン 2020」の重点削減目標として、「事業用トラック（軽貨物を除く）を第 1 当事者とする死亡事故件数を車両台数１万台当たり『1.5』件以下とし、各都道府県（車籍）の共有目標と
する」ことを掲げましたが、最終的に「1.6 件」となり、目標達成には至りませんでした。

▪▪  



第2183号（第3種郵便物認可）令和3年（2021年）9月1日

全　　ト　　協

予　算

助成対象車両

助成金額

各都道府県トラック協会にお問い合わせください

令和 3年 9月 1日～令和 3年 9月 17日

ＣＮＧ改造車で、2ｔクラス、4ｔクラスとも10万円
大型ＣＮＧ改造車は対象外

申請期間

その他条件

助成対象車両

助成金額

申請期間

その他条件

予　算

2億円

① ＣＮＧトラック　② ハイブリッドトラック

ＣＮＧトラック（通常車両価格との差額の1/6)
最大積載量（減トン前）4ｔ未満：12万2千円
（価格差  73万円）
最大積載量（減トン前）4ｔ以上：45万9千円
（価格差 275万円）
車両総重量 25t クラスの大型：100万円（定額）

ハイブリッドトラック （通常車両価格との差額の1/8）
最大積載量（減トン前）4ｔ未満：9万7千円
（価格差  77万円）
最大積載量（減トン前）4ｔ以上：33万5千円
（価格差 268万円）
車両総重量 25t クラスの大型：30万円（定額）

国　　交　　省　　等

令和3年 11月 1日～令和3年 11月 30日
（令和4年 1月 1日～令和4年 3月 31日に
  登録の車両）

（国交省）
自動車環境総合改善対策費補助金事業：4.7億円の内数

助成・補助事業

環
境
対
応
車
（
C
N
G
ト
ラ
ッ
ク
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
）

環
境
対
応
車
（
C
N
G
ト
ラ
ッ
ク
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
）

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク

ハイブリッドトラック （通常車両価格との差額の1/3）
最大積載量（減トン前）4ｔ未満：25万6千円
（価格差  77万円）
最大積載量（減トン前）4ｔ以上：89万3千円
（価格差 268万円）

ＣＮＧ改造車で、改造費（価格差と同額）の1/3以内
最大積載量（減トン前）4ｔ未満：24万3千円
（価格差  73万円）
最大積載量（減トン前）4ｔ以上：91万円 6千円
（価格差275万円）

ＣＮＧトラック（通常車両価格との差額の1/3）
最大積載量（減トン前）4ｔ未満：24万3千円
（価格差 73万円）
最大積載量（減トン前）4ｔ以上：91万6千円
（価格差275万円）

登録後 30 日以内（令和 3 年 4 月 1 日～
令和3年12月 31日に登録の車両）但し、
令和 3 年 10 月 31 日までに登録した車両
はすべて令和3年11月 30日までに申請

・令和3年 4月 1日～令和4年 3月 31日の間に新車新　
　規登録が完了するもの
・全ト協、使用の本拠の位置が属する地方自治体および都　
　道府県ト協などから助成金を受けることが必要（協調補助）
・環境対応車の年間３台以上（リースによる導入を含む／　
　補助を受けない車両を含む）導入。ただし、Ｇマークやグ
　リーン経営認証制度等の認証を取得している場合、また　   
　は経年車の廃車を伴う場合は、１台からの導入が可。
・廃車の有無は問わない

・ 令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 11 日の間に新車新
　規登録が完了するもの
・ ＣＮＧとガソリンの併用（バイフューエル）車は、ＣＮ
　Ｇトラックとして助成対象（定額５万円）
・ 原則として国の補助金を併用すること（協調補助）
　ただし、大型ＣＮＧトラックおよび大型ハイブリッドト
　ラックは協調補助を要件としない
・ 廃車の有無は問わない

(国交省・環境省連携) 低炭素型ディーゼルトラック普及
加速化事業：２８億円
※補助金執行団体：一般財団法人環境優良車普及機構

  低炭素型ディーゼルトラック（車両総重量 3.5ｔ超の
ディーゼルトラックのうち、指定の燃費基準および排ガ
ス基準を満たすもの）

低炭素型ディーゼルトラック（大型：GVW12ｔ超、中型：
GVW7.5ｔ超12ｔ以下、小型：GVW3.5ｔ超7.5ｔ以下）
・廃車ありの場合：大型 75 万円又は 50 万円※、  中型 
42 万円、小型 15 万円
・廃車なしの場合：大型 50 万円又は 37.5 万円※、中型 
28 万円、小型 10 万円
  ※燃費基準達成レベルによる

令和 3年 5月 28日～令和 4年 1月 31日

・令和 3年 4月 1日～令和 4年 1月 31 日の間に新車新規
登録が完了するもの
・中小企業者（資本金３億円以下又は従業員300人以下）
・１事業者当たり２台の申請
・当該年度およびその後１年の二酸化炭素排出削減量およ
び燃費改善効果の報告など
・廃車ありの場合、廃車車両（平成 22 年度以前に初度登
録の事業用トラックで、現在使用され、又は直近まで使
用していた車両）が、新規導入車両と同区分以上である
こと　他
・リースによる導入も可

同左（ただし、大型ＣＮＧトラック・大型ハイブリッドトラッ
クは「電気トラック・大型天然ガストラック・大型ハイブリッ
ドトラック」の欄を参照）

　　　　　　　

対象機器

助成金額

申請期間

予　算 5千万円

① エアヒータ ② 車載バッテリー式冷房装置

機器の取得価格の 1/2 以内（上限６万円）

各都道府県トラック協会にお問い合わせください

支
援
機
器

支
援
機
器
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プ
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ッ
プ
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イ
ド
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ア
イ
ド
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グ

助成対象車両

助成金額

申請期間

その他条件

予　算
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(国交省・環境省連携) 環境配慮型先進トラック・バス導入
加速事業：７．５億円の内数
※補助金執行団体：公益財団法人日本自動車輸送技術協会

① 電気トラック（車両総重量 2.5ｔ超）
② 大型天然ガストラック（車両総重量 12ｔ超）
③ 大型ハイブリッドトラック（車両総重量 12ｔ超）

① 電気トラック：通常車両価格との差額の 2/3
② 大型天然ガストラック：通常車両価格との差額の 1/2
③ 大型ハイブリッドトラック：通常車両価格との差額の 1/2

・令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 4日の間（導入後申
請は令和 4年 1月 31 日まで）に新車新規登録が完了す
るもの。
・当該年度およびその後１年の二酸化炭素排出削減量およ
び燃費改善効果の報告などが要件
・対象となる車両型式は執行団体が公表するものに限る
・リースによる導入も可

新車
導入

使用過程
車両改造

新車
導入

使用過程
車両改造

交付予定枠の申請

通常
申請

実績
申請

本申請

通常申請　令和 3年 7月 1日～令和 4年 1月 31日

実績申請　令和 3年 4月 1日～令和 4年 1月 31日

全　　ト　　協 国　　交　　省　　等

事故防止対策支援推進事業総予算：８．５３億円の内数

助成・補助事業

予　算

対象機器
・
装置

対象機器
・
装置

対象機器
・
装置

助成金額

助成金額

助成金額

助成金額

対象の検査

助成金額

2億円

8千万円

事故防止対策支援推進事業総予算：８．５３億円の内数

事故防止対策支援推進事業総予算：８．５３億円の内数

費用の1/3　（1事業者当たり上限100万円）

令和3年８月16日～令和3年９月17日

1億円

各都道府県トラック協会にお問い合わせ下さい

車両１台につき対象装置毎に機器取得価格の１/２、上限２万円 取得費用の 1/2　（１事業者当たり上限：80万円）
※一部の機器に 1台当たりの上限あり

国の補助金との併用不可

各都道府県トラック協会にお問い合わせ下さい

ＳＡＳスクリーニングﾞ検査のうち健康保険適用外である第
１次検査および第２次検査

中小企業者（資本金３億円以下又は従業員 300人以下）

過去3年間に行政処分（警告、勧告は含まない）を受けていないこと
中小企業者（資本金3億円以下又は従業員300人以下）

申請期間

申請期間   

申請期間   

申請期間   

各都道府県トラック協会にお問い合わせください申請期間   

各都道府県トラック協会にお問い合わせください申請期間   

その他
条件等

その他
条件等

その他
条件等

対　象

予　算

予　算

予　算

その他条件等

予　算 事故防止対策支援推進事業総予算：８．５３億円の内数

①衝突被害軽減ブレーキ（車両総重量 3.5ｔ超 20t 以下のト
ラックへ装着されるもの）

②ふらつき注意喚起装置、車線逸脱警報装置、車線維持支援
制御装置（車両総重量 3.5ｔ超 20t 以下のトラックへ装着
されるもの）

③車両安定性制御装置（車両総重量3.5ｔ超 20t 以下のトラッ
クへ装着されるもの）

④ドライバー異常時対応システム（トラック［トラクタ含む］
へ装着されるもの）

⑤先進ライト（車両総重量 3.5ｔ超のトラック［13t 超トラク
タ含む］へ装着されるもの）

⑥側方衝突警報装置（車両総重量 3.5ｔ超のトラック［トラク
タ含む］へ装着されるもの）

①後方視野確認支援装置
②側方視野確認支援装置（車両総重量７．５t 以上の事業用
トラックの左側に装着した場合に限る）
③呼気吹込み式アルコールインターロック装置
④ＩＴ機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型ア
ルコール検知器 (Ｇマーク認定事業所に限る)

国土交通大臣が認定した次の機器
①ITを活用した遠隔地における点呼機器
②運行中における運転者の疲労状態を測定する機器
③休息期間における運転者の睡眠状態等を測定する機器
④運行中の運行管理機器

【一般研修】１万円
【特別研修】受講料の７割を助成（Gマーク認定事業所のドラ
イバー等が受講する場合は全額助成） 

ドライバー等に対する安全教育訓練で、全ト協が指定する研修 国土交通大臣の認定を受けている、事故防止コンサルティング

取得費用の 1/2 （１車両当たり上限：①③④⑤10 万円、②⑥5
万円、①～⑥合わせて15万円）
②の装置のうち、同一車両に複数装置を装着する場合は、最
も金額の高い装置に対してのみ補助。

① デジタル式運行記録計
　 車載器本体 　1/3(1 台当たり上限 3万円 )
　 事業所用機器 1/3(１台当たり上限 10万円 )
② ドライブレコーダー
　 車載器本体    1/3 (1 台当たり上限 2万円 )
　 事業所用機器 1/3 (１台当たり上限 3万円 )
③ 一体型
　 車載器本体   1/3(1 台当たり上限５万円 )
　 事業所用機器 1/3(１台当たり上限１3万円 )
１事業者あたり上限：80万円

・第1次検査の半額 (上限500円 /人 )
・第 2次検査の半額 ( 上限 2,000円 /人 )
・第 1 次および第 2 次検査を同時に行う場合は、合計費用
　の半額 (上限2,500円 /人 )

① 国土交通大臣が認定したデジタル式運行記録計
②　　　　　〃　　　　　映像記録型ドライブレコーダー
③　　　　　〃　　　　　一体型のデジタル式運行記録計・
　　　　　　　　　　　　映像記録型ドライブレコーダー
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対象機器

助成金額

その他条件等

1億円

管理医療機器かつ特定保守管理医療機器である全自動血圧計（業務用）

中小企業者（資本金3億円以下又は従業員300人以下）

予　算

取得価格の1/2以内、上限5万円
血
圧
計

血
圧
計

1次募集：令和3年８月16日～令和3年９月17日
2次募集：令和3年10月4日～令和3年11月30日
（いずれも令和3年4月1日以降導入機器が対象）

令和3年８月16日～令和3年11月30日
（令和3年4月1日以降導入機器が対象）

令和 3 年８月２日～令和３年 11 月 30 日（令和 3 年 4 月 1 日
以降に購入［新車新規登録］した車両が対象）

中小企業者（資本金3億円以下又は従業員300人以下）
過去3年間に行政処分（警告、勧告は含まない）を受けていないこと
車両の保有台数が５両未満の事業者を除く
過去に取得し、本補助対象事業の交付を受けた機器（支援を受けよう
とする機器と同一種類のものに限る。）が設置されている、又は設置
されていた自動車を除く
補助金名称「運行管理の高度化に対する支援」

中小企業者（資本金3億円以下又は従業員300人以下）
過去3年間に行政処分（警告、勧告は含まない）を受けてい
ないこと
車両の保有台数が５両未満の事業者を除く
補助金名称「社内安全教育の実施に対する支援」

車両の保有台数が５両未満の事業者を除く
補助金名称「先進安全自動車 (ASV) の導入に対する支援」

中小企業者（資本金3億円以下又は従業員300人以下）
過去3年間に行政処分（警告、勧告は含まない）を受けてい
ないこと
車両の保有台数が５両未満の事業者を除く
補助金名称「過労運転防止のための先進的な取り組みに対す
る支援」

注 2注 2 : :  リースの場合、国等の補助事業は貨物自動車運送事業者に車両及び機器を貸し渡す自動車リース事業者が申請者。全ト協助成事業については、リースであっても貨物自動車運送事業者が申請者。 リースの場合、国等の補助事業は貨物自動車運送事業者に車両及び機器を貸し渡す自動車リース事業者が申請者。全ト協助成事業については、リースであっても貨物自動車運送事業者が申請者。
注３注３  :  :  全ト協の助成事業の内容については、全ト協交通・環境部（☎︎０３－３３５４－１０４５）までお問い合わせください。なお、申し込み詳細については、所属する各都道府県トラック協会までお問い合わせください。全ト協の助成事業の内容については、全ト協交通・環境部（☎︎０３－３３５４－１０４５）までお問い合わせください。なお、申し込み詳細については、所属する各都道府県トラック協会までお問い合わせください。
注４注４  :  :  国交省等の補助金の詳細については、全ト協ホームページの「助成制度」に各補助金のリンクを掲載しておりますのでご覧ください。国交省等の補助金の詳細については、全ト協ホームページの「助成制度」に各補助金のリンクを掲載しておりますのでご覧ください。

注 1注 1  ::   車両および機器に対する助成事業・補助事業は、リースも可（血圧計は除く）。車両および機器に対する助成事業・補助事業は、リースも可（血圧計は除く）。

※全ト協の助成事業については、各都道府県トラック協会の交付限度額に達している場合は、その時点で当該トラック協会の申請は終了しておりますことをご了承ください。※全ト協の助成事業については、各都道府県トラック協会の交付限度額に達している場合は、その時点で当該トラック協会の申請は終了しておりますことをご了承ください。
全ト協助成制度ホームページ全ト協助成制度ホームページ

ご活用ください！ご活用ください！掲
示
用

掲
示
用 助成助成・・補助事業一覧補助事業一覧2021年度2021年度

全日本トラック協会・国等の交通事故防止・環境対策関係全日本トラック協会・国等の交通事故防止・環境対策関係

（令和3年度）（令和3年度）
令和3年  9月1日現在  




